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　「
令
和
」―
―
新
元
号
が
発
表
さ
れ
新
時
代
が
幕
開
く
。「
道
の
駅
」も
今
年
、

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
大
き
く
前
進
す
る
。
道
の
駅
ブ
ラ
ン
ド
の
維
持
・
向

上
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
目
指
す
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
は
、
任
意
団
体

か
ら
「
一
般
社
団
法
人
全
国
道
の
駅
連
絡
会
」
と
し
て
再
出
発
。
道
の
駅
の

あ
り
方
を
探
っ
て
き
た
『「
道
の
駅
」
有
識
者
懇
談
会
』
も
『
新
「
道
の
駅
」

の
あ
り
方
検
討
会
』
に
改
組
し
た
。
今
年
は
道
の
駅
の
多
機
能
性
が
注
目
さ

れ
た
「
防
災
機
能
」
の
原
点
、
新
潟
県
中
越
地
震
か
ら
15
年
。
防
災
を
テ
ー

マ
に
全
国
の
道
の
駅
を
巡
回
す
る
「
リ
レ
ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
も
本
格
始
動

し
、
防
災
に
不
可
欠
な
地
図
や
技
術
を
提
供
す
る
国
土
地
理
院
（
国
土
交
通

省
）
も
、
道
の
駅
で
パ
ネ
ル
展
を
展
開
…
…
。
道
の
駅
を
巡
る
情
勢
は
大
き

な
エ
ポ
ッ
ク
を
迎
え
「
道
の
駅
」
新
時
代
の
幕
が
開
く
。

　『
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
は
来

年
度
の
法
人
化
に
向
け
て
体
制
強
化

を
図
り
、「
道
の
駅
」
が
地
域
活
性

化
・
地
方
創
生
の
拠
点
と
し
て
防
災
、

福
祉
、
観
光
、
産
業
等
の
機
能
や
役

割
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
次
の
時
代

に
向
け
て
全
国
の
「
道
の
駅
」
や
関

係
す
る
方
々
と
互
い
に
手
を
つ
な

ぎ
、「
道
の
駅
」
を
よ
り
一
層
進
化

さ
せ
て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
』

　
こ
れ
は
新
潟
県
三
条
市
で
昨
年
９
月

開
催
し
た
同
連
絡
会
総
会
で
採
択
さ
れ

た
「
三
条
宣
言
」
の
一
部
で
あ
る
。

　
関
連
し
て
同
市
の
道
の
駅
「
保
内
」

で
中
越
地
震
15
年
を
視
野
に
「
リ
レ
ー

防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
を
試
行
し
た
の
に
続

き
、
本
格
的
な
第
１
弾
が
３
月
、
同
地

震
で
防
災
機
能
を
発
揮
し
て
全
国
か
ら

注
目
さ
れ
た
同
県
十
日
町
市
の
道
の
駅

「
ク
ロ
ス
テ
ン
十
日
町
」
で
開
か
れ
、

親
子
連
れ
の
市
民
ら
が
大
勢
参
加
し
、

防
災
へ
の
関
心
の
強
さ
を
示
し
た
。

　
同
連
絡
会
は
法
人
化
を
機
に
、
主
催

側
に
回
る
こ
と
を
検
討
す
る
ほ
か
、
主

体
的
な
自
主
事
業
も
検
討
し
て
い
る
。

　
新
「
道
の
駅
」
の
あ
り
方
検
討
会
は

３
月
、
中
間
整
理
案
を
ま
と
め
た
。
地

方
自
治
体
や
民
間
企
業
・
団
体
と
の
連

携
促
進
な
ど
総
合
施
策
が
今
後
、
具
体

的
に
動
き
出
す
。

　
同
整
理
案
は
、
道
の
駅
を
巡
る
背
景

と
し
て
地
方
創
生
の
拠
点
と
し
て
の
役

割
へ
さ
ら
な
る
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る

と
し
、
①
観
光
先
進
国
の
実
現
②
災
害
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道の駅新聞「ルートプレス」は全国
の「道の駅」で配布しております。

の
頻
発
化
・
激
甚
化
③
少
子
高
齢
化
社

会
の
進
展
④
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会

の
法
人
化
を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
に
対
応

す
る
に
は
「
地
方
創
生
を
加
速
す
る
と

と
も
に
、
利
用
者
や
地
域
か
ら
の
期
待

や
信
頼
に
こ
た
え
る
た
め
、『
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
（
第
３
ス
テ
ー
ジ
）』
へ
の

新
施
策
検
討
が
必
要
」
と
提
起
し
た
。

　
ま
た
、今
年
は
１
８
６
９
（
明
治
２
）

年
の
近
代
測
量
の
発
足
か
ら
満
１
５
０

年
。
国
土
地
理
院
は
こ
れ
ま
で
、
６
月

３
日
の
「
測
量
の
日
」
を
中
心
に
各
地

で
関
連
行
事
を
実
施
し
て
き
た
が
、
昨

年
初
め
て
道
の
駅
で
の
地
図
パ
ネ
ル
展

を
企
画
、新
潟
県
妙
高
市
の
道
の
駅「
あ

ら
い
」
で
試
行
し
た
。
今
年
は
全
国
の

道
の
駅
に
拡
大
し
、
防
災
に
役
立
つ
地

図
な
ど
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
を
展
示
す

る
。

リ
レ
ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー
の
会
場
に
は
、
赤
青
め
が
ね
を
使
っ
て
地
形
を
立
体
的
に
見
ら
れ
る
ガ
リ
バ
ー

地
図
を
国
土
地
理
院
が
床
に
展
示
。
家
族
連
れ
の
人
気
を
呼
ん
だ
。
子
ど
も
が
触
っ
て
い
る
の
は
新
潟

県
の
地
元
付
近
＝
３
月
21
日
、
道
の
駅
「
ク
ロ
ス
テ
ン
十
日
町
」
で

南信州�うるぎ
清水秀樹駅長

　平成12年から農産物活用型交流促進

長野県売木村 543-1
国道 418 号　TEL.0260-28-1051

施設として皆様に親しまれ、昨年秋、道の駅に仲
間入りしました。今後とも施設やサービスの向上
に努めてまいりますので、米どころ売木村の自然
乾燥はざかけ米を始め、たかきびまんじゅう、米
コロ、ヤギミルク、漬物等をご賞味ください。

オーロラタウン 93りくべつ
谷口和華子広報担当

　「日本一寒い町」として、盛り上が

北海道陸別町大通り
国道 242 号　TEL.0156-27-2012

る陸別町。寒さを楽しむ「しばれフェスティバル」
が有名です。特産品では、エゾ鹿肉を使ったカ
レーやジンギスカン、陸別産牛乳を加工したプ
リンが人気。鉄道運転や乗車の体験ができ、陸
別開拓者・関寛斎資料館、宿泊施設もあります。

ことひき
白川晴司駅長

　瀬戸内海に面し、見る人に金運のご

香川県観音寺市有明町 3-37
県道丸亀詫間豊浜線　TEL.0875-23-0055

利益を授けるという「銭形砂絵」がある琴弾公園
内に位置する道の駅です。施設内では、地域の祭
に使われる「太鼓台」の展示や土産物の販売を行っ
ています。金粉をまぶしたバニラソフトが入った
豪華な「金運銭形砂絵モナカ」が人気です。
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災
害
へ
の
備
え
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
を
リ
レ
ー
方
式
で
つ
な
ぐ
「
道
の
駅 

リ
レ
ー
防
災
セ
ミ

ナ
ー
」
が
３
月
21
日
ス
タ
ー
ト
し
た
。
今
年
は
「
道
の
駅
」
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
る
契
機
に
な
っ
た
新
潟
県
中
越
地
震
か
ら
15
年
目
。
本
紙
も
同
地
震
で
道
の
駅
の
防
災
機
能
が
注
目
さ
れ
た
こ

と
を
報
じ
て
創
刊
。
初
回
の
開
催
地
は
、
中
越
地
震
で
避
難
所
と
し
て
被
災
者
の
暮
ら
し
を
支
え
た
同
県
十
日
町

市
の
道
の
駅
「
ク
ロ
ス
テ
ン
十
日
町
」。
被
災
者
支
援
に
ど
う
取
り
組
み
、
ど
ん
な
教
訓
を
学
ん
だ
か
を
、
同
地

震
被
災
地
の
道
の
駅
の
駅
長
ら
が
語
り
合
っ
た
。
開
催
地
の
バ
ト
ン
は
新
潟
か
ら
宮
崎
に
手
渡
さ
れ
、
次
回
は
大

水
害
後
の
地
域
を
炊
き
出
し
で
支
え
た
宮
崎
県
延
岡
市
の
道
の
駅
「
北
川
は
ゆ
ま
」
で
開
催
、
議
論
を
深
め
る
。

基
調
講
演

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
８
、
最

大
震
度
７
―
―
激
震
の
直
撃
を
受

け
た
２
０
０
４
年
10
月
23
日
午
後

５
時
56
分
、
中
越
地
方
で
は
多
く

の
道
路
が
通
行
不
能
に
陥
り
、
支

援
物
資
が
届
か
な
い
地
域
が
続
出

し
た
。

　
基
調
講
演
を
担
当
し
た
宮
崎
大

学
地
域
資
源
創
成
学
部
の
熊
野
稔

教
授
は
、
中
越
地
方
の
多
く
の
道

の
駅
が
被
災
者
を
受
け
入
れ
る
と

と
も
に
支
援
物
資
の
中
継
点
や
情

報
発
信
拠
点
と
な
り
、会
場
の「
ク

ロ
ス
テ
ン
十
日
町
」
は
、
仮
設
住

宅
の
建
設
用
地
と
し
て
駐
車
場
を

提
供
し
た
こ
と
を
指
摘
。
道
の
駅

に
は
「
休
憩
」「
情
報
発
信
」「
地

域
連
携
」
の
三
つ
の
機
能
が
備
わ

っ
て
い
る
と
し
た
上
で
「
四
つ
め

の
機
能
と
し
て
防
災
を
し
っ
か
り

位
置
付
け
た
い
」
と
述
べ
た
。

手
探
り
の
災
害
対
策	

	

情
報
発
信
の
拠
点
に

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
「
ク
ロ
ス
テ
ン
十
日
町
」
の
岩

船
眞
人
氏
／
「
ち
ぢ
み
の
里
お
ぢ

や
」（
小
千
谷
市
）
の
佐
藤
勝
義

氏
／
「
越
後
川
口
」（
長
岡
市
）

の
小
宮
山
芳
治
氏
／
「
庭
園
の
郷

保
内
」（
三
条
市
）
の
加
藤
は
と

子
氏
の
４
駅
長
と
、
復
興
を
支
え

た
中
越
防
災
安
全
推
進
機
構
監
事

の
山
口
壽
道
氏
、
十
日
町
市
防
災

安
全
課
長
の
星
名
一
弘
氏
が
登

壇
。熊
野
教
授
が
司
会
を
務
め
た
。

　
開
催
道
の
駅
の
岩
船
氏
は
「
被

災
者
対
応
は
本
当
に
手
探
り
で
し

た
」
と
15
年
前
を
振
り
返
っ
た
。

午
後
５
時
56
分
に
発
生
し
た
大
地

震
で
地
域
一
体
が
停
電
し
、
被
災

地
は
す
ぐ
に
闇
に
包
ま
れ
た
。
自

家
発
電
装
置
で
明
か
り
が
灯
っ
た

ク
ロ
ス
テ
ン
に
は
、
地
域
の
人
々

や
行
き
場
を
失
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー

が
次
々
と
集
ま
っ
て
き
た
。
間
も

な
く
、
管
理
を
担
当
し
て
い
る
温

浴
施
設
を
地
域
に
開
放
、
情
報
発

信
の
充
実
に
力
を
注
い
だ
。
そ
の

努
力
は
地
域
Ｆ
Ｍ
設
立
の
動
き
に

結
び
つ
き
、
十
日
町
市
が
防
災
ラ

ジ
オ
を
全
世
帯
に
配
布
す
る
事
業

に
つ
な
が
っ
た
。

温
浴
施
設
を
無
料
開
放	

バ
イ
ク
で
安
否
確
認

　
温
浴
施
設
が
あ
る
「
ち
ぢ
み
の

里
お
ぢ
や
」
は
、
地
震
発
生
か
ら

約
２
週
間
後
、
１
週
間
に
わ
た
っ

て
温
浴
施
設
を
無
料
開
放
し
た
。

そ
の
間
の
利
用
者
は
延
べ
１
万
５

９
２
人
に
も
達
し
た
。

　「
越
後
川
口
」
は
営
業
を
開
始

し
た
04
年
７
月
の
３
か
月
後
、
中

越
地
震
の
直
撃
を
受
け
た
。
建
物

に
は
ほ
と
ん
ど
被
害
は
な
か
っ
た

が
、
道
路
の
寸
断
で
多
く
の
集

落
が
孤
立
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

「
生
産
農
家
の
方
々
は
無
事
だ
ろ

リレー防災セミナースタート
白
熱
の
議
論
が
展
開
さ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン

「道の駅 防災拠点宣言」を読み上げる岩船眞人氏ら４駅長

基
調
講
演
す
る
熊
野
稔
教
授

う
か
」。
バ
イ
ク
で
地
域
を
回
り
、

生
産
者
の
安
否
を
確
認
す
る
と
と

も
に
「
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
励

ま
し
て
回
っ
た
。

　
中
越
地
震
発
生
後
に
登
録
さ
れ

た
「
道
の
駅
」
は
、
災
害
の
教
訓

を
ど
う
生
か
す
べ
き
な
の
か
。
17

年
３
月
に
「
道
の
駅
」
と
し
て
の

営
業
を
本
格
ス
タ
ー
ト
し
た
「
庭

園
の
郷 

保
内
」
の
加
藤
駅
長
は

「
防
災
拠
点
で
あ
る
こ
と
を
広
く

知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
」
と

述
べ
た
。

防
災
拠
点
を
ア
ピ
ー
ル	

災
害
食
の
販
売
も

　
18
年
１
月
、
同
県
内
は
記
録
的

な
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
、
列
車
や
車

が
立
ち
往
生
し
た
。
た
だ
、
登
録

間
も
な
い
道
の
駅
に
助
け
を
求
め

て
来
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、
災
害
拠
点
と
し
て
の

存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、

長
期
保
存
が
効
く
食
品
の
販
売
を

始
め
た
と
い
う
。

　
会
場
の「
ク
ロ
ス
テ
ン
十
日
町
」

で
は
こ
の
日
、
地
元
の
食
材
を
使

っ
て
新
潟
で
開
発
さ
れ
た
災
害
食

の
試
食
が
行
わ
れ
た
。
加
藤
氏
は

「
今
後
も
防
災
に
役
立
つ
情
報
や

商
品
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

　
　
　
　
◇

１
　
日
ご
ろ
の
備
え
の
大
切
さ
を

　
　
伝
え
る
拠
点

２
　
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　
　
拠
点

３
　
災
害
に
強
い
元
気
な
地
域
づ

　
　
く
り
の
拠
点

　
登
壇
し
た
４
駅
の
駅
長
は
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
論

議
を
踏
ま
え
、「
道
の
駅
」
の
拠

点
化
を
三
つ
の
角
度
か
ら
果
た
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
す
「
道
の
駅 

防
災
拠
点
宣
言
」
を
読
み
上
げ
、

セ
ミ
ナ
ー
を
締
め
く
く
っ
た
。

宙ドーム・神岡
堂野浩義売店責任者

　ノーベル物理学賞受賞に貢献した

岐阜県飛騨市神岡町夕陽ヶ丘 6
国道 471 号　TEL.0578-82-6777

「スーパーカミオカンデ」の概要を巨大スクリー
ンで紹介する「ひだ宇宙科学館　カミオカラボ」
が 3 月 27 日、駅内にオープン。未来の宇宙船に
乗ってニュートリノを追いかける映像が迫力満点
です。飛騨牛や手作りパンもお楽しみください。

すいかの里うえき
永里晋一郎駅長

　熊本市初の道の駅として 2016 年 11

熊本市北区植木町岩野 160-1
国道 3号　TEL.096-272-2333

月にオープン。日本一のすいかの名産地植木町に
立地しており、3 月から 5 月の最盛期には全国か
ら沢山のお客様が詰めかけます。当駅オリジナル
の農産物のサイダー、バウムクーヘン、すいかの
お酒や化粧品も大好評をいただいています。

にしおこっぺ花夢
菊池博駅長

　館内に大きなからくりオルゴールが

北海道西興部村上興部 37
国道 239 号　TEL.0158-87-2333

あり、木の人形たちが演奏しながら出迎えてくれ
ます。有料エリアのフラワーパークは「ナチュラ
ルガーデン」がコンセプトで、約 6 ㌶の敷地に約
400 種類もの花が四季折々咲き誇り、ドライフラ
ワーや押し花、草木染めの体験工房もあります。
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水
に
浮
く
最
新
鋭	

	

防
災
シ
ェ
ル
タ
ー
展
示

　
官
側
の
出
展
で
人
気
を
呼
ん
だ

の
は
、
国
土
地
理
院
北
陸
地
方
測

量
部
が
会
場
の
床
に
展
示
し
た
縦

４
・
５
㍍
横
３
㍍
の
巨
大
な
立
体

地
図
。
赤
青
の
特
殊
な
メ
ガ
ネ
を

か
け
る
と
標
高
が
高
い
部
分
が
立

体
的
に
浮
か
び
上
が
る
。
地
域
の

地
形
を
知
る
こ
と
は
防
災
の
第
一

歩
。
同
地
理
院
は
「
次
回
の
セ
ミ

ナ
ー
で
も
、
会
場
を
中
心
と
し
た

エ
リ
ア
の
巨
大
地
図
を
展
示
し
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

　
中
越
地
震
の
被
災
地
で
は
、
地

域
住
民
や
道
路
利
用
者
が
「
車
中

泊
」
を
強
い
ら
れ
、
狭
い
座
席
に

長
時
間
座
っ
て
い
る
と
足
な
ど
に

血
栓
が
出
来
て
発
症
す
る
「
エ
コ

ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
」
の
危
険

性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
会
場

で
は
、
新
潟
大
学
医
学
部
な
ど
の

専
門
家
に
よ
る
簡
易
検
査
と
生
活

指
導
が
行
わ
れ
た
。

　
中
越
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え

て
、
新
潟
米
を
は
じ
め
地
元
産
の

食
材
を
活
用
し
、
県
内
の
食
品
会

社
が
開
発
し
た
「
災
害
食
」
の
試

中越から宮崎へ

食
コ
ー
ナ
ー
も
。
お
年
寄
り
も
食

べ
や
す
い
レ
ト
ル
ト
パ
ッ
ク
の

「
お
か
ゆ
」、
食
品
ア
レ
ル
ギ
ー
の

人
も
安
心
な
「
お
で
ん
」
…
…
。

開
発
の
経
緯
や
賢
い
利
用
法
を
来

場
者
に
解
説
し
た
日
本
災
害
食
学

会
の
別
府
茂
・
副
会
長
は
「
災
害

時
だ
け
で
な
く
日
頃
か
ら
食
べ
て

も
ら
う
た
め
、
災
害
食
を
道
の
駅

で
扱
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
検
討
し

た
い
」
と
話
し
た
。

　
中
で
も
注
目
さ
れ
た
の
が
、
暮

ら
し
の
安
全
・
安
心
を
支
え
、
道

の
駅
を
応
援
し
て
い
る
警
備
会
社

「
セ
コ
ム
」
が
開
発
し
た
最
新
鋭

の
防
災
シ
ェ
ル
タ
ー
だ
。
水
に
浮

き
約
30
㌧
の
重
さ
に
耐
え
津
波
や

土
砂
災
害
、
地
震
に
よ
る
家
屋
倒

壊
か
ら
命
を
守
る
。
繊
維
強
化
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
電
波
を
遮
ら
な

い
た
め
携
帯
電
話
で
救
助
を
求
め

る
こ
と
が
出
来
る
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
避
難
を
呼

び
か
け
て
海
岸
付
近
に
留
ま
っ
た

自
治
体
職
員
や
消
防
団
員
が
犠
牲

に
な
っ
た
。
同
社
の
岡
本
昭
彦
企

画
部
担
当
部
長
は
「
避
難
誘
導
な

ど
に
従
事
す
る
人
た
ち
の
命
を
守

る
最
後
の
砦
と
し
て
ぜ
ひ
活
用
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
訪
問
看
護
や
在
宅
医
療
支
援
、

介
護
、
健
康
・
予
防
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
手
掛
け
る
セ
コ
ム
医
療
シ
ス

テ
ム
株
式
会
社
は
、
遠
隔
診
療
支

援
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
を
展
示
。

道
の
駅
は
中
山
間
地
域
に
多
く
過

疎
化
や
高
齢
化
で
病
院
に
行
き
に

く
い
た
め
、
今
後
の
道
の
駅
は
遠

隔
診
療
が
切
実
な
ニ
ー
ズ
に
な

る
。
同
社
は
道
の
駅
の
遠
隔
診
療

を
応
援
し
た
い
と
話
す
。

　
こ
う
し
た
協
賛
企
業
は
、
官
民

連
携
の
具
体
化
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
リ
レ
ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

道
の
駅
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
し

て
い
き
た
い
、
と
し
て
い
る
。

セコムが開発、展示した水に浮く防災シェルターは子供たちにも人気

新潟大学医学部と避難所・避難生活学会の専門
家によるエコノミークラス症候群の簡易検査も

中越地震の教訓を踏まえて開発され
た「災害食」の展示・試食コーナーも

遠隔診療支援の仕組みも展示された

第 50 回登録「道の駅」(9 駅 ) ＝ 2019 年 3 月＝　　全国で 1154 カ所に ( オープン予定は全て 2019 年度 )
駅名 所在地 路線名 ひとくちＰＲ

北オホーツクはまとんべつ 北海道浜頓別町中央北 21 番 1 国道 275 号 バスターミナル機能を付加した複合交流拠点、観光資源や地域特産品の情
報発信拠点に

あびら Ｄ５１ステーション 北海道安平町追分柏が丘 49 番地 1 国道 234 号 日本で最後にＤ 51 が走った町で、Ｄ 51･320 を展示。昭和中期のレトロ
駅舎風景を再現

おおさき 宮城県大崎市古川千手寺町二丁目 134 番 1 国道 108 号 国道４、47、108 号が交差する交流 ･ 連携拠点。世界農業遺産の農産物や
食を内外に発信

かくだ 宮城県角田市枝野北島 81 番地 1 県道 272 号角田山下線 「かくだスポーツビレッジ」のイベントやスポーツ大会 情報を提供、元気と健
康づくりをサポート

とよはし 愛知県豊橋市東七根町一の沢 113 番地 2 国道 23 号 震災等に備えるため、「豊橋市地域防災計画」に位置づけ、防災活動拠点
とする

西いなば気楽里 鳥取県鳥取市鹿野町岡木 280-3 主要地方道郡家鹿野気高線 浜村温泉・鹿野温泉を足湯で体験、癒しを提供できる開放・快適空間

天草市イルカセンター 熊本県天草市五和町二江 4689 番地 20 国道 324 号 天草半島周遊観光の目玉イルカウォッチング受付の総合窓口で、食・遊・泊など
情報を発信

人吉 熊本県人吉市赤池原町牛渡瀬 1425 番地 1 国道 219 号 外国人観光案内所や子育て支援、工芸体験やレンタサイクルも

のつはる 大分県大分市下原 1717 番地の 1 国道 442 号 大分市と阿蘇くじゅう国立公園等を結ぶ交通の要衝。イノシシやシカのジ
ビエ活用も

　
新
潟
県
十
日
町
市
の
道
の
駅
「
ク
ロ
ス
テ
ン
十
日
町
」
で
開
催
し
た
「
第
１
回 

道
の
駅
リ
レ
ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、
併
せ
て
「
み
ん
な
の
防
災
フ
ェ
ア
in
十

日
町
」
も
開
か
れ
た
。
親
か
ら
子
に
、
祖
父
母
か
ら
孫
に
、
新
潟
県
中
越
地
震
の

教
訓
を
伝
え
て
も
ら
お
う
と
、
家
族
で
楽
し
み
な
が
ら
防
災
を
学
ぶ
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
訪
れ
た
約
１
５
０
０
人
が
災
害
対
応
へ
の
理
解
を
深
め
た
。
地
域
の
防
災

力
向
上
に
は
官
民
連
携
が
不
可
欠
だ
。
防
災
セ
ミ
ナ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
企
業

や
団
体
が
、
知
恵
を
絞
っ
て
開
発
し
た
多
彩
な
防
災
関
連
機
器
や
防
災
用
品
を
出

展
。
道
の
駅
を
応
援
し
よ
う
と
官
民
が
連
携
し
た
取
り
組
み
を
象
徴
す
る
イ
ベ
ン

ト
に
な
っ
た
。

尾瀬かたしな
星野重雄駅長

　尾瀬国立公園のふもとにあり、尾瀬

群馬県片品村鎌田 3967-1
国道 120 号　TEL0278-25-4644

アヤメ平を一望できるスポットを整備して昨年 7
月にオープン。地元片品産トマトやトウモロコシ、
大根などの高原野菜直売に加え、名水百選の水と
群馬県産小麦で作る尾瀬名水うどん、花豆、トマ
ト、リンゴのソフトクリームが大好評です。

ＦＡＲＭＵＳ 木島平
勝山大成・村担当者

　旧デルモンテ工場を改修し、トマト

長野県木島平村上木島 38-1
国道 403 号　TEL.0269-62-2201

工場の面影を残した駅です。そば処「村」では手
打ち木島平村産十割そばや最高級木島平米「村長
の太鼓判」おにぎり、カフェレーヴではそばガレッ
ト、直売所では米や新鮮農産物、加工品を販売中。
流行のスラックラインも無料で楽しめます。

ながお
永山かよ子管理者

　北に前山ダム湖畔を望み、南は緑豊

香川県さぬき市前山 940-12
県道３号　TEL.08797-52-1022

かな山並みの広がる自然が魅力です。四国霊場
87 番長尾寺から 88 番大窪寺への参拝途中にあ
り、結願所を目前に長旅の疲れを癒す場として
活用されています。地元のお母さんたち手づく
りのちらし寿司やおはぎが人気です。
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ゆっくり自動運転Ⓡ（森川高行教授提供） 　
今
や
「
自
動
運
転
」
は
、
こ
の
用
語
が
新
聞
に
出
な

い
日
が
な
い
く
ら
い
、
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
担
い
手

と
な
っ
て
き
て
い
る
。
自
動
運
転
に
関
連
す
る
要
素
技

術
が
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
通
信
事
業
者
を
中
心
に
精
力

的
に
開
発
・
実
証
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
自
動
運
転

に
関
す
る
法
制
度
、保
険
制
度
な
ど
が
未
整
備
で
あ
り
、

社
会
実
装
化
が
進
ま
な
い
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
自
動
運
転
の
実
装
化
を
加
速
す
る

取
り
組
み
と
し
て
、
名
古
屋
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
の
森
川
高
行

教
授
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム
が
展
開
す
る
「
ゆ
っ
く
り

自
動
運
転
Ⓡ
」
に
注
目
し
た
い
。

　「
ゆ
っ
く
り
自
動
運
転
Ⓡ
」
は
、
低
速
度
で
人
や
社

会
と
協
調
す
る
自
動
運
転
技
術
だ
。
無
人
運
転
に
よ
る

地
域
内
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し 11

ラストマイル克服に起動した「ゆっくり自動運転Ⓡ」
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。

　
同
チ
ー
ム
で
は
、
交
通
不
便
地
域
に
お
け
る
高
齢
者

等
の
移
動
困
難
者
を
主
な
対
象
と
し
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ

ー
ビ
ス
の
構
築
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
交

通
（
例
え
ば
、
鉄
道
駅
や
バ
ス
停
等
か
ら
最
終
目
的
地

の
自
宅
へ
の
移
動
）
な
ど
を
「
ゆ
っ
く
り
自
動
運
転
Ⓡ
」

に
置
き
換
え
て
い
く
こ
と
を
模
索
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
過
疎
化
が
深
刻
な
愛
知
県
豊
田
市
足
助

地
区
や
、
高
齢
化
が
急
速
に
広
が
る
同
県
春
日
井
市
高

蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
等
で
高
度
な
自
動
運
転
に
よ
る
公

開
実
証
実
験
を
実
施
し
て
き
た
。

　
高
齢
者
の
方
々
が
直
接
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
自
動

運
転
に
対
す
る
認
識
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
乗
り
心
地

や
利
便
性
の
評
価
も
上
々
の
よ
う
で
あ
る
。

�

（
公
益
社
団
法
人
土
木
学
会

　塚
田
幸
広
）

て
お
り
、
時
速

20
㌔
㍍
以
下
と

い
う
低
速
度
と

地
域
限
定
が
特

徴
で
あ
る
。
低

速
度
・
地
域
限

定
す
る
こ
と
に

よ
り
、
技
術
的

な
障
壁
を
下
げ

る
こ
と
が
で

き
、
早
期
に
テ

ス
ト
コ
ー
ス
外

で
の
実
証
実
験

４

　「
道
の
駅
」
は
、
道
路
に
も
鉄

道
駅
の
よ
う
な
休
憩
・
サ
ー
ビ
ス

施
設
が
必
要
と
、
市
民
運
動
を
き

っ
か
け
に
平
成
５
年
に
制
度
化
。

今
で
は
国
民
的
人
気
の
公
的
施
設

新「
道
の
駅
」
の
あ
り
方
検
討
会
が
ま
と
め
る

産
官
学
連
携
軸
に
地
方
創
生
の
施
策
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化

　
国
土
交
通
省
が
新
設
し
た
『
新
「
道
の
駅
」
の
あ
り
方
検
討
会
』（
委
員
長
・
石
田
東
生
筑

波
大
学
名
誉
教
授
）
は
３
月
19
日
、
中
間
整
理
案
と
し
て
道
の
駅｢

第
３
ス
テ
ー
ジ｣

へ
の

考
え
方
を
ま
と
め
た
。「
地
方
創
生
」
を
具
体
化
す
る
た
め
、
地
方
自
治
体
や
民
間
企
業
・
団

体
と
の
連
携
促
進
（
産
官
学
連
携
）
を
軸
に
、
具
体
的
な
施
策
の
策
定
を
求
め
て
い
る
。

第３ステージへの考え方

に
発
展
、
31
年
３
月
現
在
、
登
録

数
は
全
国
１
１
５
４
駅
に
増
加
。

購
買
客
数
年
間
約
２
億
４
０
０
０

万
人
、
売
上
高
約
２
５
０
０
億
円

（
い
ず
れ
も
27
年
）
と
地
域
振
興

に
効
果
を
発
揮
す
る
。

　
道
の
駅
「
第
1
ス
テ
ー
ジ
」
は
、

「
休
憩
」「
情
報
発
信
」「
地
域
連
携
」

の
３
機
能
を
登
録
の
基
本
要
件
と

し
た
が
、
道
の
駅
は
地
域
独
自
の

魅
力
ア
ピ
ー
ル
の
た
め
自
由
な
発

想
で
防
災
、
観
光
、
福
祉
な
ど
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
運
営
や

商
品
開
発
な
ど
を
地
域
の
自
主
性

に
任
せ
た
の
が
制
度
の
成
功
要
因

と
評
価
さ
れ
た
。

　
制
度
20
周
年
の
平
成
25
年
こ
ろ

１
０
０
０
駅
を
超
え
、
道
の
駅
の

多
機
能
化
が
進
展
。
国
交
省
は

重
点
「
道
の
駅
」
な
ど
の
施
策

を
導
入
し
、
全
国
モ
デ
ル
「
道

の
駅
」
の
選
定
な
ど
で
道
の
駅

を
応
援
。「
地
域
の
拠
点
機
能
強

化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
重
視

し
、
道
の
駅
自
体
を
目
的
地
に
す

る
」
と
し
た
の
が
「
第
２
ス
テ
ー

ジ
」
だ
。

　
同
省
が
有
識
者
懇
談
会
を
設
け

て
制
度
の
実
効
性
を
調
査
、
検
討

す
る
に
つ
れ
、
課
題
も
判
明
し
、

新
た
な
措
置
が
必
要
に
な
っ
た
。

道
の
駅
の
防
災
機
能
強
化
が
進
む

一
方
で
、
設
置
市
町
村
が
地
域
防

災
計
画
に
位
置
付
け
て
い
な
い
道

の
駅
も
多
い
。
道
の
駅
側
も
災
害

な
ど
の
緊
急
事
態
に
ど
う
対
処
す

る
か
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
（
事
業
継
続
計

画
）
の
策
定
が
十
分
で
は
な
い
。

観
光
案
内
所
の
な
い
駅
が
４
分
の

１
あ
り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
が
難

し
い
な
ど
、
有
識
者
懇
談
会
も
課

題
と
し
て
指
摘
し
て
い
た
。

　
こ
の
た
め
、
従
来
の
有
識
者
懇

談
会
を
発
展
的
に
改
組
し
、
地
方

創
生
担
当
の
内
閣
府
や
観
光
庁
幹

部
も
参
加
す
る
よ
う
拡
充
、
１
月

に
『
新
「
道
の
駅
」
の
あ
り
方
検

討
会
』を
立
ち
上
げ
た
。
全
国「
道

の
駅
」
連
絡
会
や
、
道
の
駅
で
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
目
指
す
企

業
な
ど
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
「
第

３
ス
テ
ー
ジ
」
へ
の
中
間
整
理
案

を
ま
と
め
た
。

　
同
検
討
会
は
、
今
後
５
年
間
で

取
り
組
む
既
存
の
施
策
強
化
や
新

施
策
を
検
討
し
、
成
果
や
社
会

ニ
ー
ズ
を
確
認
し
な
が
ら
定
期
的

に
ス
テ
ー
ジ
を
見
直
す
、と
し
た
。

方
向
性
と
し
て
は
、
道
の
駅
設
置

者
や
運
営
者
の
自
由
な
発
想
・
多

様
な
取
り
組
み
を
基
本
に
、
道
の

駅
が
全
国
に
展
開
す
る
強
み
を
生

か
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら

に
強
化
す
る
、
と
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
民
間
の
新
技
術
や
ア
イ

デ
ア
を
活
用
し
た
り
、
日
本
風
景

街
道
や
道
守
等
の
道
路
関
係
団
体

な
ど
と
の
新
た
な
連
携
促
進
を
提

案
し
て
い
る
。

　
重
点
「
道
の
駅
」
は
テ
ー
マ
設

定
を
改
善
し
、
交
通
量
減
や
老
朽

化
な
ど
の
緊
急
・
優
先
的
支
援
も

検
討
す
る
。
国
交
省
と
全
国
「
道

の
駅
」
連
絡
会
の
役
割
分
担
を
整

理
す
る
こ
と
も
必
要
。
全
国
モ

デ
ル
「
道
の
駅
」
な
ど
顕
彰
の

あ
り
方
も
改
善
し
、
自
動
運
転

な
ど
新
技
術
の
積
極
的
活
用
や
、

期
待
が
大
き
い
「
道
の
駅
ブ
ラ

ン
ド
」
の
的
確
な
管
理
等
を
挙

げ
た
。

スワン 44ねむろ
島野治人専務

　当駅周辺は、風連湖や春国岱の雄大

北海道根室市酪陽 1番地
国道 44号　TEL.0153-25-3055

な自然と四季折々飛来するオオハクチョウ、オオ
ワシ等300種を超える野鳥の宝庫です。レスト
ランでは、地元名物のエスカロップ、花咲ガニ・
カキ・さんま等旬の水産物を提供。売店ではオラ
ンダ煎餅が一押しで、新商品2種発売も間近です。

白山文化の里長滝
笠野和幸駅長

　清流長良川上流にあり、昨夏、旧駅

岐阜県郡上市白鳥町長滝 402-19
国道 156 号　TEL.0575-85-2747

名「白鳥」を変更し施設もリニューアルしました。
郡上市内のお土産、新鮮野菜が並ぶ朝市、お食事
処が充実しています。隣接するあゆパークで漁業
体験し、本格的な鮎料理を味わえます。周辺は長
滝白山神社など白山文化の魅力がいっぱい。

願成就温泉
日熊博美駅長

　2018年 4月、リニューアルオープン。

山口市阿東徳佐上 1000-116
国道 9号　�TEL.083-957-0118

島根県境のみどりの山々に囲まれた温泉施設で、
心と体をリフレッシュし癒しの時間をお過ごし
ください。願いを成就できるかも !!　お食事処
では地元特産の米、りんご使用メニューが好評
です。縁起の十二支地蔵も並んでいます。
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個
別
の
課
題
も
、
以
下
の
よ
う

に
克
服
の
方
向
性
を
示
し
た
。

■
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
災
害
へ

の
対
応

　
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
正

式
な
位
置
付
け
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
推

進
、防
災
訓
練
や
イ
ベ
ン
ト
実
施
、

被
災
情
報
や
活
動
支
援
情
報
、
被

■
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
と
の

連
携
強
化

　
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
は
４

月
、
一
般
社
団
法
人
全
国
道
の
駅

連
絡
会
に
法
人
化
さ
れ
た
。
道
の

駅
設
置
自
治
体
の
首
長
に
よ
る
任

意
団
体
か
ら
法
人
に
衣
替
え
し
、

自
主
事
業
な
ど
主
体
的
な
取
り
組

み
の
自
由
度
が
増
す
一
方
、
道
の

駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
的
存
在

と
し
て
、
今
後
の
運
営
や
目
指
す

方
向
性
の
明
確
化
な
ど
課
題
は
多

い
。
産
官
学
の
連
携
、
中
で
も
官

民
連
携
の
重
要
性
が
増
し
、
調
整

力
も
問
わ
れ
る
。

　『
新
「
道
の
駅
」
の
あ
り
方
検

討
会
』
は
中
間
整
理
案
で
、
同
連

絡
会
と
の
連
携
強
化
を
打
ち
出

し
、
そ
の
方
向
性
を
、
全
国
組
織

と
し
て
の
機
能
強
化
、
経
営
体
制

を
透
明
化
し
、
民
間
を
は
じ
め
と

す
る
多
様
な
主
体
と
の
連
携
や
、

地
域
に
活
性
化
を
も
た
ら
す
着
実

な
仕
組
み
を
創
造
す
る
と
し
た
。

　
道
の
駅
の
質
向
上
の
た
め
国
と

の
役
割
分
担
を
強
化
す
べ
き
と
強

調
。
公
益
機
能
に
関
わ
る
役
割
強

　
今
年
は
明
治
政
府
が
近
代
測

量
を
行
う
国
土
地
理
院
の
前
身
、

「
民み

ん

部ぶ

官か
ん

庶し
ょ

務む

司つ
か
さ

戸こ

籍せ
き

地ち

図ず

掛か
か
り

」

を
設
置
し
た
１
８
６
９（
明
治
２
）

年
か
ら
１
５
０
年
。
国
土
地
理
院

は
「
近
代
測
量
１
５
０
年
」
と
位

置
づ
け
、
近
代
測
量
の
歩
み
と
発

展
を
伝
え
、
将
来
に
繋
ぐ
記
念
事

業
と
し
て
、２
月
か
ら
全
国
の「
道

の
駅
」
で
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
て

い
る
。

　
明
治
か
ら
平
成
そ
し
て
令
和
へ

―
―
国
土
開
発
の
土
台
と
な
る
測

量
・
地
図
作
製
は
、
国
の
基
本
的

な
形
を
築
く
近
代
化
へ
の
国
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
。
国
土
を
正

確
に
把
握
し
、
管
理
す
る
た
め
の

測
量
や
地
図
作
製
は
、戦
後
復
興
、

高
度
経
済
成
長
、
防
災
対
策
な
ど

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
支
え
、
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　
同
院
は
従
来
、６
月
３
日
の「
測

量
の
日
」
を
中
心
に
各
地
の
小
中

学
校
な
ど
で
地
図
パ
ネ
ル
展
を
実

施
し
て
き
た
が
、
災
害
が
多
発
す

る
近
年
は
「
道
の
駅
」
の
防
災
拠

点
機
能
が
注
目
さ
れ
、
地
域
防
災

に
果
た
す
役
割
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
重
点
的
に
全
国
の
道
の
駅
で

開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
パ
ネ
ル
展
で
は
、
地
域
の
移
り

変
わ
り
が
分
か
る
過
去
と
現
在
の

地
図
や
空
中
写
真
、
防
災
に
役
立

つ
地
図
な
ど
を
紹
介
。
赤
青
め
が

ね
を
使
っ
て
地
形
を
立
体
的
に
見

ら
れ
る
余
色
立
体
地
図
（
ガ
リ
バ

ー
地
図
）
も
床
に
展
示
す
る
。

　
同
院
は
人
工
衛
星
を
利
用
し
た

測
量
、
ウ
ェ
ブ
地
図
「
地
理
院
地

図
」、
災
害
へ
の
対
応
な
ど
最
先

端
の
技
術
を
持
ち
、
実
際
の
災
害

で
も
情
報
提
供
な
ど
で
活
躍
。
こ

う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
も

合
わ
せ
て
展
示
す
る
。

化
、
同
連
絡
会
に
よ
る
施
設
、
利

用
状
況
な
ど
基
本
的
デ
ー
タ
の
収

集
強
化
に
よ
る
国
の
政
策
立
案
の

充
実
な
ど
を
挙
げ
、
同
連
絡
会
と

地
方
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
と
の
連
携

強
化
、
道
の
駅
活
性
化
に
民
間
の

技
術
・
ア
イ
デ
ア
を
活
用
す
る
仕

組
み
の
必
要
性
を
指
摘
。
公
益
機

能
（
防
災
、
人
材
育
成
、
子
育
て

支
援
）
▽
経
営
機
能
（
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
応
電
子
決
済
、
顧
客
デ
ー

災
道
の
駅
支
援
な
ど
で
の
広
域
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
連
携

■
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応

　
道
の
駅
の
78
％
は
中
山
間
地
域

に
あ
り
高
齢
化
が
進
む
た
め
、
病

院
や
役
場
の
集
約
な
ど
拠
点
機
能

強
化
、
子
育
て
応
援
施
設
の
整
備

促
進
、
大
学
等
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
連
携
し
た
人
材
育
成
や
商
品
開

発
、
成
果
発
表
会
や
全
国
グ
ラ
ン

プ
リ
へ
の
参
加
意
欲
の
促
進

■
交
通
結
節
機
能
の
強
化

　
乗
用
車
中
心
の
施
設
配
置
を
バ

ス
優
先
に
再
編
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
な
ど
自
転
車
環
境
、
ト
ラ
ッ
ク

休
憩
場
所
の
整
備
促
進
。
バ
ス
へ

の
乗
り
継
ぎ
強
化
、
高
速
道
路
か

ら
の
一
時
退
出
拡
大
、
自
動
運
転

サ
ー
ビ
ス
や
駐
車
場
予
約
な
ど
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
導
入

■
道
の
駅
ブ
ラ
ン
ド
維
持
・
向
上

　
道
の
駅
の
53
％
が
民
間
運
営
。

公
益
性
を
維
持
し
つ
つ
ブ
ラ
ン
ド

価
値
を
高
め
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
に
課
題
の
あ
る
道
の
駅
洗
い

出
し
と
改
善
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向

上
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
、
共
同
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
活
用
、全
国「
道

の
駅
」
連
絡
会
と
連
携
し
た
民
間

技
術
・
ア
イ
デ
ア
の
活
用
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
す
る
道
の
駅
へ
の
Ｐ
Ｐ

Ｐ
（
官
民
連
携
）
活
用
に
よ
る
活

性
化

■
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応

�

（
11
面
で
詳
報
）

個
別
の
課
題
に
も
克
服
の
方
向
性
示
す

連
絡
会
の
法
人
化
で
質
向
上
に
期
待

　「道
の
駅
」
で
パ
ネ
ル
展

国
土
地
理
院
近
代
測
量
150
年
記
念

あ
り
方
検
討
会

タ
管
理
）
▽
収
益
機
能
（
地
域
商

品
等
の
電
子
商
取
引
、
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
）
の
強
化
を
挙
げ
る
。

　
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
同
連
絡
会
は
当
面
、
リ
レ
ー
防

災
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
後
援
し
て
き
た

道
の
駅
で
の
イ
ベ
ン
ト
主
催
、
道

路
行
政
関
係
者
や
研
究
者
向
け
に

一
昨
年
刊
行
し
た
『
教
科
書
「
道

の
駅
」』
の
一
般
販
売
な
ど
の
事

業
を
検
討
し
、
道
の
駅
で
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
化
推
進
や
、
道
の
駅

従
業
員
の
福
利
厚
生
充
実
の
共
済

シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど
も
検
討
し
て

い
き
た
い
、
と
し
て
い
る
。

ぽかぽかランド美麻
中野繁支配人

　北アルプス山麓の変化に富んだ自然

長野県大町市美麻 16784
主要地方道長野大町線　TEL.0261-29-2030

と素朴な農村内にあり、宿泊施設と新築したての
４種類の温泉を備えています。目玉は何といって
も「北投石の湯」。歴史ある湯治場、秋田県玉川
温泉産の貴重な石を使用したスーパー効能風呂
で、疲れが取れるなど健康効果が抜群です。

なとわ・えさん
手取稔事務局長

　駅名の「なとわ」は「あなたとわたし」

北海道函館市日ノ浜町 31-2
国道 278 号　TEL.0138-85-4010

を意味する方言で、目前に津軽海峡、遠方に活火
山「恵山」や青森県下北半島などの雄大な景色を
パノラマで一望できます。5月から9月までキャ
ンプも可能。売店では昆布ソフトクリームのほか
地場の昆布製品を各種品揃えしています。

吉野路大淀 i センター
仲川雅己駅長

　春は桜、夏は川遊びとバーベキュー、

奈良県大淀町芦原 5365-1
国道 169 号　TEL.07475-545-5361

秋は紅葉と四季折々の楽しみがあります。売り
場では地元農家さんのお野菜・果物・花がずら
り。さらに “吉野名物柿の葉寿司”、手作りパン
が大人気！　レストランでは地元食材を使ったメ
ニューが受けています。情報・休憩コーナー完備。
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時
間
は
災
害
と
と
も
に
流
れ
去
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ル
ソ
ー
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
生
家
が
今
も
現

地
に
姿
を
と
ど
め
て
い
る
の
に
、

わ
が
国
で
は
彼
ら
と
同
時
代
に
活

躍
し
た
人
々
の
生
家
な
ど
、
跡
形

も
な
く
消
失
し
て
お
り
、
現
在
は

存
在
し
な
い
。

　
こ
の
国
で
は
ま
さ
し
く
、
う
た

か
た
は
か
つ
消
え
か
つ
結
び
て
、

久
し
く
と
ど
ま
ら
な
い
の
だ
。
と

こ
ろ
が
、
地
震
も
台
風
や
ハ
リ
ケ

ー
ン
の
大
風
も
な
く
、
洪
水
も
お

　
テ
レ
ビ
の
歴
史
番
組
な
ど
で
は

「
歴
史
は
大
河
の
よ
う
で
あ
る
」

と
説
明
す
る
こ
と
が
あ
る
よ
う

に
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
「
歴
史

と
は
流
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
」

と
考
え
て
い
る
。

　
ま
さ
に
、『
方
丈
記
』
の
「
ゆ

く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し

か
も
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
。
よ
ど

み
に
浮
か
ぶ
う
た
か
た
は
、
か
つ

消
え
か
つ
結
び
て
、
久
し
く
と
ど

ま
り
た
る
た
め
し
な
し
。
世
の
中

に
あ
る
人
と
す
み
か
と
、
ま
た
か

く
の
ご
と
し
」
と
い
う
感
覚
な
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
は
そ
の
よ
う
な
感
覚
は
な

い
。

洪
水
や
地
震
で
街
が
消
滅

　
日
本
全
国
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で

起
こ
り
う
る
阪
神
淡
路
大
震
災
級

の
地
震
は
、
一
瞬
に
し
て
す
べ
て

の
も
の
を
破
壊
す
る
。
長
年
か
け

て
大
事
に
保
全
し
て
き
た
由
緒
あ

る
建
造
物
も
、
橋
も
港
も
、
ほ
と

ん
ど
が
崩
壊
に
至
る
か
、
機
能
不

全
に
陥
る
。

　
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
な
ど
大

都
市
は
す
べ
て
大
河
川
の
河
口
部

に
存
在
す
る
か
ら
、
気
ま
ぐ
れ
な

豪
雨
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

洪
水
な
ど
と
の
比
較
で
い
え
ば
、

瞬
時
に
と
い
っ
て
も
い
い
速
さ
で

河
川
水
位
は
上
昇
し
、
街
の
す
べ

て
が
押
し
流
さ
れ
た
り
、
床
上
ま

で
浸
か
っ
た
り
す
る
。

　
大
災
害
を
経
る
こ
と
で
、
こ
の

国
で
は
過
去
は
現
在
や
未
来
に
つ

な
が
ら
な
い
。
努
力
の
成
果
で
あ

っ
た
り
、
思
い
出
深
い
も
の
で
あ

っ
た
り
す
る
過
去
は
、
流
れ
去
り

崩
れ
去
っ
て
現
在
に
至
ら
な
い
。

日
本
人
を
育
ん
だ
国
土
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
⑦

列島保全への課題「流れていく歴史」を持つ日本人

　
本
書
は
、
わ
が
国
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
だ
け
で
な
く
、
わ

れ
わ
れ
日
本
人
は
何
を
経
験
し
、
何
を
経
験
し
な
か
っ
た
の
か
？
　

に
よ
る
パ
リ
改
造
の
姿
を
、
ほ
と

ん
ど
そ
の
ま
ま
と
ど
め
て
い
る
の

で
あ
る
。

欧
州
は
「
積
み
重
な
る
歴
史
」

　「
流
れ
る
歴
史
」
を
持
つ
民
族

と
「
積
み
重
な
る
歴
史
」
を
持
つ

民
族
の
違
い
は
大
き
い
。
き
れ
い

さ
っ
ぱ
り
流
れ
て
し
ま
っ
て
、
改

め
て
造
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
民
と
、
流
し
た
く
と
も
積
み
重

な
っ
て
こ
び
り
付
い
て
い
る
も
の

の
拘
束
か
ら
解
放
さ
れ
得
な
い
民

の
違
い
は
大
き
い
。
積
み
重
ね

て
き
た
も
の
に
拘
束
さ
れ
た
世

界
か
ら
は
、容
易
に
「
積
み
重
ね
」

を
大
切
に
す
る
文
化
が
生
ま
れ

る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
都
市
は
第
二

６

と
な
し
い
彼
ら
の
国
で
は
、
時
間

は
積
み
重
な
っ
て
い
く
も
の
で
あ

り
、
歴
史
は
積
み
上
が
っ
て
街
に

あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
１
８
５
１
年
に
、
地
球
が
自
転

し
て
い
る
こ
と
を
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル

に
見
せ
る
こ
と
に
見
事
に
成
功
し

た
フ
ー
コ
ー
の
振
り
子
は
、
い
ま

も
パ
リ
に
建
っ
て
い
る
「
あ
の
パ

ン
テ
オ
ン
の
中
で
」
揺
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
あ
る
の
は
そ
の
パ
ン
テ
オ
ン
だ

け
で
は
な
い
。
現
在
の
パ
リ
の
市

民
は
、
１
８
５
１
年
に
は
す
で
に

存
在
し
て
い
た
、
あ
ふ
れ
る
ほ
ど

の
建
物
の
隣
で
暮
ら
し
て
い
る
こ

と
を
自
覚
し
て
い
る
。
パ
リ
の
街

区
割
や
多
く
の
町
並
み
は
、
こ
の

頃
に
活
躍
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世

時間は災害とともに流れ去る

国
土
が
日
本
人
の
謎
を
解
く

大
石
久
和
著

そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア

メ
リ
カ
、
中
国
の
人
々
と

ど
う
異
な
っ
て
い
る
の
か

？
　
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

の
出
来
る
好
著
。

発
行
：
産
経
新
聞
出
版

定
価
：
１
３
０
０
円
＋
税

次
世
界
大
戦
の
復
興
過
程
で
、
少

な
く
と
も
表
通
り
に
つ
い
て
は

「
昔
の
景
観
に
戻
す
」
こ
と
を
原

則
と
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ロ

ー
マ
で
は
街
中
の
ほ
と
ん
ど
の
建

物
が
建
て
替
え
は
御
法
度
で
、
ビ

ル
の
設
備
が
近
代
化
し
て
い
く
と

き
に
、
き
わ
め
て
不
便
で
不
合
理

な
の
に
、
頑
張
っ
て
昔
の
建
物
を

何
と
か
使
い
こ
な
し
て
い
る
。

　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
入
れ
る
こ
と

な
ど
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
時

代
の
建
物
を
、
高
速
通
信
が
な
け

れ
ば
成
り
立
た
な
い
現
代
企
業
に

使
わ
せ
る
に
は
、
苦
労
も
多
い
こ

と
だ
ろ
う
と
同
情
を
禁
じ
得
な
い

が
、
イ
タ
リ
ア
で
は
こ
の
使
い
に

く
い
首
都
に
こ
だ
わ
っ
て
、
遷
都

論
な
ど
あ
り
得
な
い
と
い
う
の
だ

か
ら
、
な
る
ほ
ど
わ
れ
わ
れ
と
彼

ら
は
か
な
り
違
う
。

　
と
こ
ろ
が
こ
ち
ら
は
、
い
つ
か

は
流
れ
、
い
つ
か
は
崩
壊
す
る
運

命
に
あ
る
建
物
で
あ
る
か
ら
、
惜

し
げ
も
な
く
建
て
替
え
て
、
良
心

の
呵
責
に
お
び
え
る
こ
と
も
な

い
。

違
い
と
し
て
認
識
す
る

　
森
鴎
外
は
明
治
に
、
こ
の
国
は

「
普
請
中
」
で
あ
る
と
形
容
し
た

が
、
明
治
に
限
定
し
た
話
で
は
な

い
。
受
け
継
ぎ
、
引
き
継
ぐ
べ
き

景
観
の
意
識
も
な
い
か
ら
、
東
京

な
ど
で
は
何
年
か
経
つ
と
、
こ
こ

は
ど
こ
だ
ろ
う
と
戸
惑
う
ほ
ど
に

変
貌
を
遂
げ
る
こ
と
に
も
な
る
。

　
こ
の
違
い
は
、
善
悪
や
価
値
の

上
下
で
は
な
い
。
違
い
は
違
い
と

し
た
認
識
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

な
の
で
あ
る
。

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
ダ
ビ
デ
像
（
左
端
＝
レ
プ
リ
カ
）
な
ど
ル
ネ
サ
ン
ス

以
来
の
彫
刻
と
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
宮
殿
に
囲
ま
れ
た
シ
ニ
ョ
ー
リ
ア
広
場
一
帯

は
、
古
都
の
面
影
が
残
る
イ
タ
リ
ア
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
旧
市
街
の
中
心

川
と
城
壁
に
囲
ま
れ
た
天
然
の
要
害
ト
レ
ド
（
ス
ペ
イ
ン
）
の
旧
市
街
は
、

中
世
以
来
の
歴
史
的
住
宅
が
そ
の
ま
ま
残
る
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現
象
と
原
理
を	

	

科
学
的
に
解
説

　
中
学
校
理
科
の
学
習
指
導
要
領

は
「
自
然
が
も
た
ら
す
恵
み
と
災

害
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
、
こ
れ
ら

を
多
面
的
、総
合
的
に
と
ら
え
て
、

自
然
と
人
間
の
か
か
わ
り
方
に
つ

い
て
考
察
す
る
」
と
し
て
お
り
、

全
て
の
中
学
生
が
最
終
学
年
に
お

い
て
「
自
然
の
恵
み
と
災
害
」
に

つ
い
て
学
習
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
で
最
も
数
多
く
用
い
ら
れ

て
い
る
東
京
書
籍
の
教
科
書
は
、

「
大
地
の
変
動
」
と
「
気
象
現
象
」

に
区
分
し
た
上
で
、
計
12
ペ
ー
ジ

を
割
い
て「
自
然
の
恵
み
と
災
害
」

に
つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

  

「
大
地
の
変
動
に
よ
る
恵
み
と

災
害
」
で
は
、
地
球
規
模
で
の
プ

レ
ー
ト
の
動
き
と
火
山
活
動
や
地

震
に
は
か
か
わ
り
が
あ
る
と
し
た

上
で
、
こ
れ
ら
の
地
学
的
な
事
象

が
自
然
の
恵
み
や
災
害
と
深
い
つ

な
が
り
が
あ
る
と
説
明
し
ま
す
。

【
大
地
の
変
動
に
よ
る
恵
み
】
で

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
（
２
０
１
１
年
３
月
11
日
）
以
降
各
学

校
で
は
、
児
童
生
徒
ら
に
自
然
災
害
等
の
危
険
に
際
し
て
自
ら
の

命
を
守
り
抜
く
た
め
の
「
主
体
的
に
行
動
す
る
態
度
」
等
を
身
に

付
け
さ
せ
る
た
め
、防
災
教
育
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。「
理

科
」
も
重
要
な
科
目
の
一
つ
で
、「
社
会
科
」
と
と
も
に
防
災
教

育
を
進
め
る
上
で
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

は
温
泉
、
美
し
い
自
然
景
観
、
地

熱
発
電
、
リ
ア
ス
式
海
岸
の
良
港

な
ど
を
取
り
上
げ
【
大
地
の
変
動

に
よ
る
災
害
】
で
は
火
山
活
動
、

地
震
、津
波
と
そ
の
影
響
を
解
説
。

【
火
山
・
地
震
に
よ
る
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
】
で
は
、
砂
防

ダ
ム
や
流
路
工
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
、
建
築
物
の
耐
震
化
、
各
種
の

警
報
や
注
意
報
、
高
台
へ
の
避
難

路
や
津
波
避
難
ビ
ル
、
防
災
教

育
『
コ
ラ
ム
：
釜
石
の
奇
跡
（
片

田
敏
孝
教
授
）』
な
ど
を
説
明
し
、

生
徒
の
理
解
を
促
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
「
気
象
現
象
に
よ
る
恵
み

と
災
害
」
で
は
、
日
本
列
島
が
地

理
的
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
と
太
平

洋
の
影
響
を
受
け
る
場
所
に
あ

り
、
低
気
圧
や
前
線
、
台
風
な
ど

が
通
過
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を

説
明
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま

え
【
気
象
現
象
に
よ
る
恵
み
】
で

は
豊
か
な
森
林
、
美
し
い
自
然
景

観
、豊
富
な
農
業
用
水
や
飲
料
水
、

肥
沃
な
平
野
な
ど
、【
気
象
現
象

に
よ
る
災
害
】
で
は
大
雨
に
よ
る

土
砂
く
ず
れ
、
都
市
型
水
害
（
地

下
街
や
低
い
場
所
の
浸
水
）、
台

風
に
よ
る
被
害
、
竜
巻
被
害
、
大

雪
や
暴
風
雪
に
よ
る
交
通
障
害
や

雪
崩
に
よ
る
被
害
な
ど
を
取
り
上

げ
て
い
ま
す
。【
気
象
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
】
で
は
河
川
堤

防
、
ダ
ム
、
傾
斜
地
の
土
砂
く
ず

れ
防
止
壁
、
堰
堤
、
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
、
特
別
警
報
や
警
報
・
注
意

報
、
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
な
ど

の
防
災
・
減
災
対
策
が
、
分
か
り

や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
啓
林
館
の
教
科
書
は
、単
元「
自

然
が
人
間
の
生
活
に
お
よ
ぼ
す
影

響
」
に
計
16
ペ
ー
ジ
を
割
き
、「
自

然
の
恵
み
と
災
害
」
を
詳
説
し
て

い
ま
す
。

「
稲
む
ら
の
火
」
と	

「
島
原
大
変
肥
後
迷
惑
」

　
そ
の
見
開
き
冒
頭
は
、
１
８
５

４
年
の
安
政
南
海
地
震
に
よ
っ
て

発
生
し
た
津
波
の
実
況
図（
古
図
）

と
、
１
７
９
２
年
の
島
原
大
変
大

地
図
と
で
構
成
。
教
科
書
本
文
は

「
わ
た
し
た
ち
は
、
昔
よ
り
自
然

か
ら
の
恩
恵
を
受
け
、
そ
れ
を
利

用
し
て
生
活
し
て
き
た
。一
方
で
、

と
き
に
発
生
す
る
地
震
や
、
火
山

の
噴
火
、
大
雨
に
よ
る
河
川
の
氾

濫
な
ど
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
て

き
た
。
自
然
と
う
ま
く
つ
き
合
っ

て
生
き
て
い
く
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
の
問
い

か
け
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
安
政
南
海
地
震
は
地
震
後
の
津

波
へ
の
警
戒
と
早
期
避
難
の
重
要

性
、
人
命
救
助
の
た
め
の
犠
牲
的

精
神
の
発
揮
を
説
い
た
伝
記
『
稲

む
ら
の
火
』
で
も
有
名
で
、
小
泉

八
雲
の
『A

 Living G
od

（
生

き
神
様
）』 

を
翻
訳
・
再
話
し
た

物
語
は
１
９
３
７
年
か
ら
約
10
年

間
、
国
定
国
語
教
科
書
に
採
録
さ

れ
、
戦
後
の
検
定
教
科
書
で
も
60

年
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
津
波
の
実
況
図（
教
科
書
掲
載
）

の
解
説
文
に
は
「
夕
方
か
ら
夜
に

か
け
て
津
波
が
広
村
（
現
和
歌
山

県
広
川
町
）
を
お
そ
っ
た
と
き
、

濱
口
梧
陵
は
積
み
上
げ
て
い
た
稲

わ
ら
に
火
を
つ
け
て
村
人
を
高
台

に
導
き
、
多
く
の
命
を
救
っ
た
」

と
あ
り
ま
す
。

戦
後
か
ら
近
年
の	

	

気
象
災
害
を
詳
説

　「
島
原
大
変
肥
後
迷
惑
」
に
つ

い
て
は
、
図
（
写
真
）
の
説
明
文

で
「
雲
仙
岳
（
長
崎
県
）
で
の
１

７
９
２
年
の
噴
火
末
期
に
、
雲
仙

岳
の
そ
ば
に
あ
る
眉
山
が
大
崩
壊

し
た
。
そ
の
土
砂
は
島
原
の
南
側

　私が国道愛好家として国道をめぐるようになっ
たのは平成元年からで、その平成も間もなく終わ
ろうとしています。平成という時代を国道や道の
駅の観点で二つ振り返ってみます。
　一つのエポックな出来事は「道の駅」の誕生で
す。それまでは休憩といえば、主要幹線の「ドラ
イブイン」が優勢で、地域の情報を得るなら鉄道
の「駅」が代表格でした。この 30 年で鉄道は地
域の足としては衰退し、ローカル線の廃線が進む
一方で、脆弱だった国道はバイパス化や隘

あい

路
ろ

解消

が進み、地域の移動の流れは劇的に改善されまし
た。休息と情報の機能を併せ持った新しい施設が
求められる中で道の駅が誕生、地域の顔となるイ
ンフラになりました。
　もう一つは甚大な自然災害の激増です。ＪＲの
不通区間の増加に端的に現れているように、昭和
の国鉄時代の比ではありません。毎年確実に猛威
を振るう自然災害が日本を襲い、東日本大震災で
は深い悲しみを日本人に与えました。そのような
惨事において、勇気を与えたのは国道が復旧や復
興にいち早く機能し、命の道としての役割を示し
たこと。道の駅がそれまでの情報や休息機能だけ
でなく、防災面での備えの拠点としてクローズア
ップされたことも特筆すべき点です。
　新しい元号の時代に求められる道の駅のあり方
を、引き続き発信していきたいと思います。

シリーズ「国土教育」 中学理科教科書で学ぶ「自然の恵みと災害」

自然災害からの復旧を糧として成長してきた日本人

に
よ
る
紀
伊
半
島
豪
雨
＝
平
成
23

年
／
昭
和
38
年
1
月
豪
雪
／
平
成

18
年
豪
雪
な
ど
、
戦
後
か
ら
近
年

の
代
表
的
な
事
例
を
用
い
て
、
詳

細
に
解
説
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
私
た
ち
日
本
人
は
、
こ
う
し
た

大
規
模
な
自
然
災
害
を
幾
度
も
経

験
し
、
そ
の
た
び
に
苦
難
を
乗
り

こ
え
て
き
ま
し
た
。
日
本
の
国
土

が
脆
弱
で
あ
る
が
故
に
、
大
規
模

自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
を
糧
と
し

て
、
日
本
人
は
成
長
し
て
き
た
と

も
言
え
ま
す
。

	

（
国
土
学
ア
ナ
リ
ス
ト

　森
田
康
夫
）

７

国道愛好家
� 松波成行

を
埋
め
る
と
と
も
に
（
島
原
大

変
）、
有
明
海
に
一
気
に
流
れ
こ

ん
で
大
津
波
を
発
生
さ
せ
、
対
岸

の
肥
後
（
現
熊
本
県
）
を
お
そ
っ

た
（
肥
後
迷
惑
）。
現
在
も
眉
山

に
は
崩
壊
し
た
部
分
の
く
ぼ
み

が
見
ら
れ
、
海
に
流
れ
こ
ん
だ

土
砂
は
小
さ
な
島
々
を
つ
く
っ

て
い
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
大
日
本
図
書
の
教
科
書
で
は
、

気
象
が
も
た
ら
す
災
害
に
つ
い

て
、
室
戸
台
風
＝
昭
和
9
年
／
伊

勢
湾
台
風
＝
同
34 

年
／
第
二
室

戸
台
風
＝
同
36 

年
／
台
風
12
号

寛政の津波供養碑（熊本県宇土市）

平成28年度版中学理科教科書

のとじま
木本洋一支配人

　売店は約100種類の地酒や島の塩、

石川県七尾市能登島向田町 122-14
主要地方道七尾能登島公園線　TEL.0767-84-0225

味噌、野菜と工芸品、お土産物が豊富です。当館
は道の駅初「能登牛認定店」で、能登牛サイコロ
ステーキや朝採れの海鮮丼が人気です。ガラス美
術館や工房が隣接し、イルカウオッチング、ス
キューバダイビングと自然も楽しめます。

せせらぎ郷かみつえ
高畑龍之助駅長

　日本三大林業地の一つ、日田杉の産

大分県日田市上津江町川原 3848-1
国道 387 号　TEL.0973-54-3514

地です。筑後川の源流、川原川沿いの緑豊かな自
然に囲まれ、さわやかな風、せせらぎに癒されま
す。高冷地で生産された椎茸、わさび、お茶は味
と香りが格別。イノシシ肉を使ったジビエ料理、
加工品のヂビミソ、わさびソフトも好評です。

うとろ・シリエク
林典幸管理課長

　世界自然遺産「知床」の玄関口にあ

北海道斜里町ウトロ西 186-1
国道 334 号  TEL.0152-22-5000

る漁師の番屋風施設です。観光船や飲食店、宿泊
等知床観光の総合窓口を設け、地元食材の加工品、
鮮魚、オリジナル珍味の販売、海鮮丼や鹿肉バー
ガーを提供しています。野生動物を中心とした知
床の四季のハイビジョン映像も鑑賞できます。



2019年（平成31年）４月 第55号 2019年（平成31年）４月第55号9 8

重点「道の駅」候補（平成 30年度選定）
駅名 所在市町村 主な特長

（仮称）
まえばし 群馬県前橋市 官民連携による新たな整備・運営・維持管理手法を用いて次世代型観光拠点に
（仮称）
ぎょうだ 埼玉県行田市 市内に残る歴史を、行田らしい文化、かけがえのない誇りとして継承する拠点
（仮称）
サザン茅ヶ崎

神奈川県
茅ケ崎市

県内初の海沿いの道の駅。湘南のゲートウェイとして地域の魅力を国内
外に発信

（仮称）金太
郎のふる里

神奈川県
南足柄市

東名高速大井松田 IC と南足柄市、国際観光地箱根町を連絡する県西地域
のゲートウェイ

あらい 新潟県妙高市 DMOによる道の駅を拠点とした地域づくり～インバウンド誘客の推進～
（仮称）美浜 福井県美浜町 人口減少・少子高齢化に伴う地域課題の解決。子育て機能の充実で産業振興も
いくさかの郷 長野県生坂村 駐日ハンガリー大使館認定施設として登録し、次世代観光拠点を形成
奥河内
くろまろの郷

大阪府
河内長野市 観光振興の拠点、誘客施設としての機能強化

丹波おばあ
ちゃんの里 兵庫県丹波市 舞鶴若狭自動車道・北近畿豊岡自動車道の結節点。道路・地域情報の総合発信拠点

うずしお 兵庫県
南あわじ市

世界遺産登録を目指す「鳴門の渦潮」を世界に発信し、インバウンドを
促進

いながわ 兵庫県
猪名川町 新名神高速道路の整備を契機に町民、町外（高速道）利用者の利用促進

（仮称）
いたの 徳島県板野町 お遍路に関する情報ステーションやおもてなし広場を設け、情報と休息サービスを提供

滝宮 香川県綾川町 中讃地域の観光ゲートウェイ。地元教育機関と連携した地域産業の活性化推進
生月大橋 長崎県平戸市 世界遺産、風景街道・道守と連携し、自然景観を生かす交流拠点施設

　
地
域
団
体
と
連
携
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
道
の
駅
を
拠
点
に

周
辺
市
へ
の
観
光
の
周
遊
化
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
の
効
果
を
広
域
的
に
活
性
化
す
る
。

風
景
街
道
の
利
用
拠
点
と
道
の
駅
を
連
携
さ

せ
、
観
光
振
興
を
図
る
。
自
立
型
電
源
供
給

設
備
が
あ
り
、
平
時
は
も
ち
ろ
ん
災
害
時
も

子
育
て
世
代
の
安
心
と
安
全
を
応
援
す
る
。

　
北
近
畿
・
山
陰
エ
リ
ア
の
訪
日
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
向
け
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
機
能
を

設
け
る
こ
と
で
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
道

の
駅
か
ら
各
地
へ
送
客
す
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
機
能
を
充
実

さ
せ
る
。「
地
域
人
」
の
養
成
を
目
的
に
、

産
官
学
の
連
携
を
進
め
、
道
の
駅
を
通
じ
て

「
地
域
の
後
継
者
」
づ
く
り
を
目
指
す
。

　
広
域
か
ら
の
玄
関
口
と
し
て
、
周
辺
観
光

地
と
連
携
し
て
観
光
情
報
発
信
や
観
光
ツ

ア
ー
斡
旋
等
の
広
域
的
な
観
光
振
興
を
先

導
。
自
然
の
中
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

や
「
い
だ
て
ん
」
に
因
ん
だ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

開
催
等
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
。
子
育
て
世

代
や
高
齢
者
が
入
浴
施
設
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
集
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
成
す
る
。

　
道
東
地
域
観
光
の
玄
関
口
の
役
割
を
担

い
、
多
様
化
す
る
旅
行
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
や
周
辺
自

治
体
と
連
携
、
観
光
情
報
や
地
域
情
報
の
収

集
・
発
信
を
行
う
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客

の
受
入
や
情
報
発
信
を
強
化
。
暴
風
雪
害
時

の
一
時
避
難
場
所
と
し
て
、
災
害
情
報
提
供

を
強
化
、
防
災
拠
点
機
能
向
上
を
図
る
。

　
地
域
の
二
つ
の
日
本
風
景
街
道
と
の
連
携

に
よ
り
次
世
代
観
光
拠
点
を
形
成
し
、
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト

受
け
入
れ
環
境
を
拡
充
し
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

拠
点
化
を
目
指
す
。
地
域
と
産
・
学
が
連
携

し
て
６
次
産
業
化
、
充
電
イ
ン
フ
ラ
、
子
育

て
支
援
な
ど
の
機
能
の
充
実
を
図
り
、
道
の

駅
の
環
境
整
備
を
推
進
す
る
。

　「
地
域
商
社
機
能
」 「
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
機
能
」 

「
道
の
駅
運
営
」
の
三
位
一
体
の
取
り
組
み

に
よ
る
稼
ぐ
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
。
高

速
道
路
Ｉ
Ｃ
や
広
島
市
近
接
の
立
地
を
生
か

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
呼
ぶ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

機
能
を
強
化
。
国
際
教
育
を
推
進
す
る
地
元

高
校
と
連
携
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
に
向

け
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
す
る
。

　
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
原
生
林
に
隣
接
し
、
自
然

回
帰
型
の
奄
美
大
島
唯
一
の
道
の
駅
。
大
型

観
光
船
、
豪
華
客
船
の
寄
港
も
増
加
し
、
道

の
駅
が
オ
プ
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー
の
定
番
コ
ー
ス

に
。
奄
美
大
島
の
「
国
立
公
園
化
・
世
界
自

然
遺
産
登
録
」
を
目
指
し
、
増
加
す
る
外
国

人
観
光
客
対
応
へ
の
機
能
を
拡
充
。
観
光
・

道
路
情
報
の
広
域
情
報
発
信
を
進
め
る
。

　
十
和
田
奥
入
瀬
観
光
の
ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ
。

地
域
団
体
と
連
携
し
た
滞
在
型
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
等
の
商
品
を
開
発
。
農
業
体
験
や
民

泊
が
で
き
る
旅
行
商
品
を
開
発
し
、
都
市
向

け
の
長
芋･

に
ん
に
く
等
の
「
七
戸
ブ
ラ
ン

ド
」
販
路
拡
大
を
図
る
。
子
育
て
世
代
、
若

い
世
代
が
交
流
す
る
環
境
を
作
り
、
就
業
の

場
を
創
出
、
利
用
し
や
す
い
道
の
駅
を
目
指

す
。

　
日
進
市
は
子
育
て
世
代
を
中
心
に
人
口
が

増
加
。
子
育
て
支
援
施
設
、
授
乳
室
、
子
ど

も
用
ト
イ
レ
、
オ
ム
ツ
替
え
台
な
ど
を
整
備

し
、
ニ
ー
ズ
拡
大
に
対
応
す
る
。
地
域
団
体

が
、
道
の
駅
を
拠
点
に
地
域
観
光
情
報
を
集

約
し
て
情
報
発
信
・
案
内
す
る
。
市
は
人
命

救
助
活
動
部
隊
の
拠
点
を
緊
急
輸
送
道
路
沿

い
に
設
置
、
防
災
体
制
充
実
を
図
る
。

　
ミ
シ
ュ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
パ

ン
で
紹
介
さ
れ
る
「
祖
谷
渓
」
や
名
勝
指
定

の
「
大
歩
危
・
小
歩
危
」
等
の
観
光
資
源
の

玄
関
口
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
応
し
た
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
の
案
内
機
能
や
周
遊
観
光
機
能
を

整
備
す
る
。
四
国
風
景
街
道
な
ど
と
連
携
し

て
地
域
資
源
を
生
か
し
た
観
光
を
推
進
し
、

周
遊
・
滞
在
型
観
光
を
推
進
す
る
。

　
政
府
観
光
局
認
定
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅱ
の
専
任

ガ
イ
ド
を
配
置
。
沖
縄
自
動
車
道
・
許
田
Ｉ

Ｃ
近
接
の
立
地
を
生
か
し
、
美
ら
海
水
族
館

等
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
呼
ぶ
拠
点
と
し

て
、
エ
ア
ポ
ー
ト
シ
ャ
ト
ル
と
連
携
。
大
学

と
も
連
携
し
て
多
言
語
情
報
を
発
信
。
24
時

間
利
用
可
能
な
授
乳
室
、
お
む
つ
交
換
ス

ペ
ー
ス
等
、
子
育
て
支
援
機
能
も
充
実
。

　
高
速
道
路
の
終
点
Ｉ
Ｃ
や
市
街
地
近
接
の

立
地
を
生
か
し
高
速
バ
ス
、
周
辺
自
治
体
や

市
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
結
ぶ
路
線
バ
ス
等
を

集
約
し
、交
通
結
節
機
能
を
強
化
。シ
ー
ニ
ッ

ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
（
日
本
風
景
街
道
）
や
高
校
、

農
家
等
と
連
携
し
観
光
情
報
発
信
や
商
品
を

開
発
。
都
市
公
園
の
環
境
・
施
設
を
活
用
し

子
育
て
環
境
を
創
出
す
る
。

　国土交通省はこのほど、重点「道の駅」15 カ所、
同候補 14カ所を新たに選定した。同省は地方創生や
地域活性化の拠点形成等を目指す道の駅の新設やリ
ニューアルの企画提案を募集し、有識者らの意見を踏
まえて選定。道の駅の優れた取り組みを応援していく。

　
道
の
駅
を
「
都
市
部
と
農
村
部
と
を
繋
ぐ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ク
（
入
口
）」
と
し
、「
集

客
」「
販
売
」「
地
域
の
情
報
発
信
」
を
行

う
。
手
賀
沼
ア
グ
リ
パ
ー
ク
事
業
を
中
心
と

し
て
、
道
の
駅
に
「
地
域
の
主
要
産
業
・
農

業
を
振
興
」
さ
せ
る
機
能
強
化
に
力
を
入
れ

る
と
と
も
に
、「
来
訪
者
の
地
域
交
流
」
を

促
進
す
る
道
の
駅
の
機
能
も
強
化
す
る
。

　
建
造
物
や
遺
跡
、
彫
刻
・
絵
画
等
の
美
術

工
芸
品
ま
で
修
復
で
き
る
中
核
拠
点
を
整
備

し
、
修
復
作
業
を
公
開
・
解
説
。
伝
統
的
な

文
化
財
保
存
修
復
技
術
の
伝
承
な
ど
人
材
育

成
と
観
光
・
交
流
施
設
。
歴
史
文
化
に
関
す

る
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
を
誘
致
し
て
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
に
対
応
、
風
景
街
道
「
山
の
辺

の
道
」
と
接
続
し
た
周
遊
観
光
を
実
現
。

　
道
の
駅
・
大
分
道
守
会
議
・
日
本
風
景
街

道
が
連
携
し
た
「
三
つ
の
輪
」
と
協
働
し
、

駅
内
の
花
壇
造
成
な
ど
、
交
流
機
会
の
向
上

を
図
る
。
交
通
結
節
点
の
機
能
を
生
か
し
、

外
国
人
観
光
客
を
含
め
て
九
州
横
断
の
「
や

ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
沿
線
の
情
報
発
信
を

強
化
す
る
。
子
育
て
支
援
と
し
て
、
一
時
預

か
り
機
能
や
授
乳
室
等
の
整
備
を
図
る
。

茨城県潮来市　風景街道と道の駅を連携兵庫県養父市　地域の後継者づくりを目指す熊本県和水町　「いだてん」マラソン大会開催

北海道弟子屈町　道東地域観光の玄関口新潟県糸魚川市　サイクルツーリズムを推進広島県安芸太田町　稼ぐ観光まちづくりの拠点

鹿児島県奄美市　マングローブ原生林生かして

青森県七戸町　農業体験や民泊の商品開発愛知県日進市　子育て支援施設、授乳室整備徳島県三好市 　祖谷渓や大歩危・小歩危へ

沖縄県名護市 　美ら海水族館等への拠点に

北海道留萌市　交通結節機能を強化千葉県柏市　都市部と農村部を繋ぐ入口に奈良県天理市　建造物から絵画まで修復の拠点

大分県由布市 　九州横断ハイウェイの情報発信

い
た
こ

よ
う
か
但た

じ

馬ま
の

蔵く
ら

き
く
す
い

摩
周
温
泉

能の

生う

来ら
い

夢む

と
ご
う
ち

奄
美
大
島
住
用

し
ち
の
へ

に
っ
し
ん
（
仮
称
）

大お
お

歩ぼ

危け

許き
ょ

田だ

る
も
い
船
場
公
園
（
仮
称
）

し
ょ
う
な
ん

奈
良
県
国
際
芸
術
家
村
（
仮
称
）

ゆ
ふ
い
ん

災害時も安心。自立型電源供給設備（小型の
風力発電）で電力供給産官学の連携で「地域人」を養成するＮＨＫ大河「いだてん」の金栗四三の生家

外国語対応が可能な観光案内所

シーニックバイウェイ「萌える天北オロロン
ルート」による道路啓発活動

サイクルイベントなど体験メニュー充実で
サイクリング拠点化

手賀沼アグリパークでのイベント

町内起業者のビジネスモデル実験や新商品の
試験販売を実施

考古分野の公開解説（イメージ図）

地域団体と連携した「七戸ブランド」の
長芋・にんにく授乳室など、子育て支援の環境整備を拡充

国の天然記念物（地質鉱物）にも指定されて
いる大歩危・小歩危

外国人観光客も載せた豪華客船の寄港。道の
駅はツアーの定番コース

三つの輪によって造成した「おもてなし花壇」

政府観光局認定カテゴリーⅡの専任ガイド配
置を進める

重点「道の駅」３年ぶりに 15 駅選定

ながゆ温泉
佐藤敬治駅長

　くじゅう連山の麓、多くの文人に愛

大分県竹田市直入町長湯 8043-1
県道 30 号　TEL.0974-75-3111

された伝統ある長湯温泉。芹川に面し、農産物直
売所では地元産の採れたて野菜や加工品などが豊
富です。温浴施設「御前湯」では高濃度の炭酸ガ
スを含む炭酸泉を源泉かけ流しでお楽しみいただ
けます。名のとおり、温泉自慢の道の駅です。

花夢里にいつ
石月守駅長

　「花いっぱい夢いっぱいの里」という

新潟市秋葉区川根 438
国道 460 号　TEL.0250-21-6633

名のとおり、伝統ある園芸産地の特色を生かし、
地域に関する情報提供と利用者へのサービス向
上、全国各地域との交流が目的です。広々とした
ガラス温室と屋外売り場で、鉢花類を中心に常時
2千種類約4万鉢を展示即売しています。

レスティ唐古・鍵
西村元伸駅長

　「唐古・鍵遺跡史跡公園」と一体の道

奈良県田原本町唐古 70- １
国道 24 号　TEL.0744-33-9170

の駅。地元の特産品や農産物に加え、製造直売の
高級生食パン「極」や焼き立てパン、道－１グ
ランプリスイーツ部門１位のバンビーナジェラー
ト、また、総菜系、スイーツ系ドッグサンド等の
オリジナルグルメ、屋台出店も楽しめます。

津島やすらぎの里
金原功和支配人

　良質の源泉があふれる熱田温泉中心

愛媛県宇和島市津島町高田甲 830-1
県道４号　TEL.0895-20-8181

の健康増進施設。露天風呂、家族風呂、サウナ、
無料の足湯、プール、研修・集会施設、屋外交
流施設を備えています。レストランでは地元の
郷土料理が楽しめ、特産品販売所では地元の野
菜、年間を通じて豊富な花木、苗を販売します。

たきかわ
鈴木達郎直売所責任者

　札幌と旭川の中間に位置し、西は日

北海道滝川市江部乙町東 11-13-3
国道 12 号  TEL.0125-26-5500

本海、東は十勝方面を結ぶ広域観光の拠点です。
地元生産者さん自慢の滝川産菜花・アスパラ等
農産物やリンゴジュース・トマトジュース・味噌・
漬物などの加工品を取り揃え、野菜・花の苗等
盛り沢山の商品もご用意しお待ちしております。

五城目
加藤明駅長

　樹齢300年のモミの木に象徴される

秋田県五城目町富津内下山内上広ヶ野 76-1
国道 285 号　TEL.018-879-8411

森林と水芭蕉や山ゆりなどの草花に囲まれた地域
です。地域色豊かな野菜・山菜・米・漬物を揃え
た物産館、名産キイチゴ使用ソフトクリームが評
判のカフェ、だまこ鍋を中心とした郷土食が喜ば
れている食事処などバリエーションも抜群です。
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主
要
な
経
済
学
者
や
ほ
と
ん
ど

の
メ
デ
ィ
ア
が
、｢

消
費
税
を
上

げ
な
け
れ
ば
こ
の
国
の
財
政
は
大

変
な
こ
と
に
な
る
」
と
、
間
違
っ

た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
何
度
も
繰
り

返
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
は
こ
の
コ
ラ

ム
の
読
者
も
ビ
ッ
ク
リ
の
驚
愕
の

事
実
が
い
く
つ
も
隠
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。
そ
の
一
つ
は
、｢

日
本

の
消
費
税
は
８
％
と
低
い
が
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
が
25
％
も
の
付
加
価

値
税
を
導
入
し
て
い
る
の
だ
か

ら
、
日
本
も
も
っ
と
上
げ
て
も
い

い
の
だ
」
に
隠
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
こ
の
説
明
に
は｢

総
税
収
に

占
め
る
付
加
価
値
税
」の
割
合
は
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
約
19
％
な
の

に
、
日
本
で
は
約
30
％
に
も
な
っ

て
お
り
、
わ
が
国
の
財
政
は
、
す

で
に
消
費
税
に
頼
り
す
ぎ
て
い
る

こ
と
が
抜
け
て
い
て
、
庶
民
の
消

費
へ
の
税
負
担
は
、
す
で
に
他
国

よ
り
過
大
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
さ
ら
に
重
大
な
問
題
が
あ
り
ま

す
。
消
費
税
を
導
入
し
た
り
増
税

す
る
た
び
に
「
法
人
税
減
税
」
が

行
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
す
。
消
費

税
が
始
ま
っ
て
か
ら
最
近
ま
で
の

間
に
、
消
費
者
で
あ
る
国
民
は
累

計
で
２
８
２
兆
円
も
の
消
費
税
を

納
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
間
の

法
人
税
減
税
は
何
と
２
５
５
兆
円

に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で

す
。
福
祉
の
費
用
が
不
足
し
て
い

る
か
ら
と
か
、
赤
字
国
債
は
も
う

増
や
せ
な
い
な
ど
と
言
い
な
が

ら
、
消
費
税
収
と
ほ
ぼ
同
規
模
で

法
人
税
の
減
税
が
行
わ
れ
て
い
た

の
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
企
業
が
設
備
投
資

を
し
た
り
社
員
の
給
与
を
増
や
し

た
り
し
た
の
な
ら
と
も
か
く
、
企

業
は
投
資
も
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
内

部
留
保
に
励
み
（
最
近
値
は
４
４

６
兆
円
で
前
年
比
40
兆
円
増
）、

お
ま
け
に
社
員
へ
の
利
益
配
分
で

あ
る
労
働
分
配
率
は
世
界
の
ど
の

先
進
国
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　
こ
れ
で
戦
後
最
長
の
景
気
拡
大

が
続
い
て
い
る
な
ど
と
い
わ
れ
て

も
、
冗
談
も
休
み
休
み
に
し
て
く

れ
と
い
う
の
が
、
多
く
の
人
々
の

気
持
ち
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　（
増
減
税
の
数
字
は
菊
池
英
博

氏
の
研
究
に
依
っ
て
い
ま
す
）

消
費
税
増
税
の
間
違
い

10

客
ア
ッ
プ
に
な
る
と
、
み
ん
な
が

ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
だ
。

■
ぐ
る
り	

	

　

　富
士
山
風
景
街
道

　
世
界
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
た

富
士
山
の
見
え
る
道
風
景
と
、
裾

野
に
広
が
る
自
然
、
歴
史
、
文

化
、
景
観
を
守
り
創
り
伝
え
る
人

々
と
訪
れ
る
人
々
、
関
わ
る
人
々

が
交
流
を
通
じ
て
と
も
に
誇
り
を

持
ち
、
美
し
く
魅
力
的
な
富
士
山

環
境
に
、
と
目
指
す
静
岡
、
山
梨

両
県
の
行
政
、
企
業
、
市
民
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
活
動
だ
。

　
国
道
１
３
８
、
１
３
９
、
４
６

９
号
を
つ
な
ぎ
富
士
山
を
ぐ
る
り

１
周
す
る
メ
ー
ン
ル
ー
ト
や
、
10

日
間
前
後
で
歩
き
１
周
す
る
ト
レ

イ
ル
コ
ー
ス
で
、
視
界
を
妨
げ
る

看
板
、
雑
草
な
ど
の
撤
去
や
清
掃

は
簡
単
で
は
な
い
。
数
年
前
か
ら

道
の
駅｢

朝
霧
高
原｣

（
静
岡
県

富
士
宮
市
）
と
連
携
し
、
定
期
的

に
シ
ー
ニ
ッ
ク
マ
ル
シ
ェ
（
特
産

品
な
ど
の
出
店
）
を
開
催
す
る
ほ

か
、
道
の
駅
か
ら
の
ド
ラ
イ
ブ
や

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
マ
ッ
プ
制
作
・

販
売
、
募
金
で
活
動
資
金
を
ま
か

な
う
。
駅
内
で
は
ル
ー
ト
紹
介
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
も
放
映
し
て
い

る
。

■
奥
能
登
絶
景
海
道

　
能
登
半
島
先
端
、奇
岩
や
小
島
、

古
い
灯
台
な
ど
が
散
在
す
る
日
本

海
と
沿
岸
の
景
観
、
歴
史
、
文
化

を
生
か
し
、
観
光
支
援
や
交
流
促

進
、ま
ち
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
。

奥
能
登
石
川
県
珠
洲
市
の
数
々
の

絶
景
ス
ポ
ッ
ト
を
収
め
た
ル
ー
ト

内
の
写
真
を
募
集
し
、
同
市
の
絶

景
を
メ
ー
ン
と
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー

制
作
や
市
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
。
カ
レ

ン
ダ
ー
は
毎
年
制
作
し
、
同
市
の

道
の
駅「
す
ず
塩
田
村
」、「
狼
煙
」、

「
す
ず
な
り
」
で
販
売
、
活
動
資

金
を
得
て
い
る
。

　
絶
景
を
写
し
た
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
、
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
を
図
案
化
し

た
買
い
物
用
の
ご
当
地
ト
ー
ト
バ

ッ
グ
も
売
れ
筋
と
い
う
。

　
国
土
交
通
省
の
『
新
「
道
の
駅
」

の
あ
り
方
検
討
会
』
は
先
に
開
い

た
検
討
会
で
、
道
の
駅
「
第
３
ス

テ
ー
ジ
」
で
は
、
地
方
創
生
加
速

の
た
め
、
民
間
の
新
技
術
・
ア
イ

デ
ア
の
活
用
や
道
路
関
係
団
体
と

の
連
携
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
な

ど
、
多
様
な
主
体
と
「
新
た
な
連

携
」
を
促
進
す
べ
き
だ
と
指
摘
。

道
の
駅
と
日
本
風
景
街
道
の
連
携

も
そ
の
一
つ
と
し
て
、
各
風
景
街

道
ル
ー
ト
の
先
進
事
例
が
紹
介
さ

れ
た
。
昨
夏
に
取
り
ま
と
め
ら
れ

た
「
日
本
風
景
街
道
有
識
者
懇
談

会
」
の
提
言
も
同
趣
旨
の
方
向
性

を
打
ち
出
し
て
い
た
。
例
に
挙
が

っ
た
日
本
風
景
街
道
と
道
の
駅
と

の
主
な
連
携
を
紹
介
す
る
。

■
日
本
の
原
風
景	

　

　「枝
垂
れ
桜
の
咲
く	

　

　里
へ
の
回
り
道
」

　
新
潟
県
糸
魚
川
市
徳
合
地
区
に

あ
る
戦
国
時
代
の
山
城
跡
な
ど
の

樹
齢
１
０
０
年
近
い
枝
垂
れ
桜
群

を
守
る
と
と
も
に
、
植
樹
で
周
辺

道
の
駅
第
３
ス
テ
ー
ジ
へ

　進
む
日
本
風
景
街
道
と
の
連
携

一
帯
を
桜
の
名
所
に
し
て
過
疎
地

に
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
と
、

１
９
８
０
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
が
原
点
。

　
地
域
の
史
跡
研
究
会
や
中
学
校

な
ど
か
ら
賛
同
者
・
グ
ル
ー
プ
も

増
え
、
日
本
風
景
街
道
活
動
の
ル

ー
ト
に
登
録
さ
れ
た
今
は
、
日
本

海
沿
岸
の
糸
魚
川
―
上
越
市
間
を

走
る
国
道
８
号
沿
線
な
ど
延
長
約

８
㌔
に
数
百
本
の
見
事
な
枝
垂
れ

桜
街
道
が
登
場
、
シ
ー
ズ
ン
に
は

見
物
の
車
で
渋
滞
す
る
ほ
ど
だ
。

　
平
成
27
年
か
ら
は
シ
ー
ズ
ン
中

の
毎
日
曜
日
、
ル
ー
ト
内
の
道
の

駅
「
能の

生う

」（
糸
魚
川
市
）、「
う

み
て
ら
す
名
立
」（
上
越
市
）
と

連
携
、
特
産
品
直
売
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
両
駅
と
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
に
指
定
さ
れ
て
い
る
浜
徳

合
な
ど
も
め
ぐ
る
巡
回
観
光
バ
ス

を
走
ら
せ
て
い
る
。

　
バ
ス
車
内
で
は
風
景
街
道
の
活

動
メ
ン
バ
ー
が
ジ
オ
パ
ー
ク
や
城

址
な
ど
見
ど
こ
ろ
を
解
説
、
ル
ー

ト
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
直
売

の
売
り
上
げ
を
植
樹
費
用
な
ど
の

活
動
資
金
に
充
当
。
ル
ー
ト
利
用

者
に
は
移
動
に
便
利
で
学
ぶ
こ
と

が
多
い
と
人
気
で
、
道
の
駅
も
集絶景カレンダーとバッグ

道
の
駅
を
巡
る
バ
ス
車
内
で
枝
垂

れ
桜
な
ど
ル
ー
ト
案
内

国土学アナリスト
　

長崎街道鈴田峠
朝長悟駅長

　別名シュガーロードとも言われる長

長崎県大村市中里町 452-22
国道 34 号　TEL.0957-53-6699
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次世代風力発電で地域貢献を！～熱い思いをつなぐ「風」のリレー～
　
風
力
発
電
に
は
「
水
平
軸
型
」
と
「
垂
直
軸
型
」

が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
海
沿
い
の
道
や
山
道
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
て
、
急

に
視
界
が
開
け
た
先
に
大
き
な
風
車
が
回
っ
て
い

る
、
そ
ん
な
風
景
に
遭
遇
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
堂
々
と
立
つ
大
き
な
風
車
、
そ
れ
が
「
水
平
軸

型
」
で
す
。
風
力
発
電
と
い
え
ば
、
こ
の
風
車
を
思

い
浮
か
べ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、こ
れ
か
ら
の
風
力
発
電
は
「
垂
直
軸
型
」

が
主
流
に
な
る
…
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。
そ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
は
「
効
率
」
と
「
環
境
」。「
水
平
軸
型
」

は
強
い
風
が
吹
く
方
向
に
風
車
を
向
け
る
な
ど
、
立

地
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
又
、
構
造
か
ら
発
生
す
る

騒
音
が
気
に
な
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
住
宅
地
等

へ
の
設
置
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
「
垂
直
軸
型
」
は
微
風
で
も
発
電
が

可
能
で
、
建
築
物
の
屋
上
等
で
も
条
件
が
合
え
ば
後

か
ら
設
置
が
可
能
で
す
。
構
造
的
に
も
低

騒
音
で
、
住
宅
街
や
公
共
施
設
に
も
設
置

で
き
る
た
め
、
ま
さ
に
日
々
の
暮
ら
し
に

寄
り
添
う
次
世
代
の
発
電
シ
ス
テ
ム
と
い

え
ま
す
。

　
オ
ー
キ
ッ
ト
株
式
会
社
は
、
こ
の
「
垂

直
軸
型
」の
研
究
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

彼
は
15
年
前
に
恩
師
と
二
人
で
、
不
可
能

と
い
わ
れ
た「
20
ｋ
ｗ
垂
直
軸
型
発
電
機
」

の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。
紆
余
曲
折
を

経
て
、
恩
師
が
亡
く
な
っ
た
後
も
、
た
っ

た
一
人
で
そ
の
遺
志
を
継
ぎ
、
今
や
っ
と

製
品
化
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
ま
し
た
。

　
私
達
オ
ー
キ
ッ
ト
株
式
会
社
は
、
恩
師

か
ら
彼
に
渡
さ
れ
た
「
風
」
の
バ
ト
ン
を

受
取
り
、
世
界
に
つ
な
ぎ
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
長
年
の
研
究
開
発
を
世
に
羽

ば
た
か
せ
、
社
会
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
、
今
度
は
私
達
が
頑
張
る
番
で
す
。
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７
割
近
く
が
「
知
ら
な
い
」

訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
「
道
の
駅
」
を
ど
う
思
っ
て
い
る
か
調
査

11

■
日
南
海
岸	

	
	

　
き
ら
め
き
ラ
イ
ン

　
熱
帯
植
物
に
覆
わ
れ
た
青
島
・

青
島
海
岸
、
野
生
馬
の
都
井
岬
、

国
指
定
名
勝
鵜
戸
神
宮
な
ど
有
名

観
光
地
の
国
定
公
園
日
南
海
岸
を

め
ぐ
る
ル
ー
ト
。
近
年
、
縁
結
び

の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
多
い
「
恋

人
ロ
ー
ド
」
を
走
ろ
う
と
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
も
盛
ん
に
な
っ

た
た
め
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
も
て

な
す
サ
イ
ク
リ
ス
ト
ウ
ェ
ル
カ
ム

な
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

　「
サ
イ
ク
ル
レ
ス
ト
よ
っ
て
ね

！
」
の
愛
称
を
付
け
た
サ
イ
ク
ル

ス
タ
ン
ド
を
道
の
駅
「
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
」(

宮
崎
市)

、「
酒
谷
」(

日

南
市)

、「
な
ん
ご
う
」（
南
郷
町
）

な
ど
宮
崎
県
内
各
地
に
設
置
し
、

利
用
が
拡
大
し
て
い
る
。

　
観
光
庁
は
３
月
、
訪
日
外
国
人

旅
行
者（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）が「
道

の
駅
」
に
つ
い
て
ど
う
思
っ
て
い

る
か
の
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
重
要
拠

点
と
し
て
期
待
さ
れ
る
道
の
駅
を

「
知
ら
な
い
」
と
い
う
回
答
が
７

割
近
く
（
66
・
３
％
）、
道
の
駅

を
訪
れ
た
経
験
が
あ
る
場
合
も
観

光
案
内
、
免
税
対
応
、
商
品
説
明
、

案
内
表
示
な
ど
に
不
満
を
も
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
分
か
っ
た
。

　
２
０
１
８
年
の
外
国
人
旅
行
者

は
３
１
０
０
万
人
を
突
破
。
政
府

の
地
方
創
生
、
新
観
光
立
国
推
進

計
画
は
そ
の
恩
恵
を
全
国
に
行
き

渡
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、

20
年
ま
で
に
地
方
圏
で
外
国
人
宿

泊
数
７
０
０
０
万
人
を
目
標
と
す

る
。
こ
の
た
め
同
庁
は
地
方
の
立

地
が
多
い
道
の
駅
の
役
割
を
重
視

し
、
初
の
調
査
と
な
っ
た
。

　
１
月
時
点
の
全
道
の
駅
ア
ン
ケ

ー
ト
（
回
答
６
０
３
駅
）
を
も
と

に
、
利
用
の
多
い
北
海
道
「
ニ
セ

コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
」／
静
岡
県「
天

城
越
え
」
／
新
潟
県
「
新
潟
ふ
る

さ
と
村
」
／
兵
庫
県
「
但
馬
の
ま

ほ
ろ
ば
」
／
徳
島
県
「
大
歩
危
」

／
愛
媛
県
「
よ
し
う
み
い
き
い
き

館
」
／
大
分
県
「
ゆ
ふ
い
ん
」
／

沖
縄
県
「
許
田
」
の
８
駅
と
、
６

空
港
出
国
待
合
室
、
那
覇
空
港
レ

ン
タ
カ
ー
２
店
で
外
国
人
旅
行
者

に
聞
き
取
り
調
査
し
ま
と
め
た
。

　
国
土
交
通
省
の
『
新
「
道
の
駅
」

の
あ
り
方
検
討
会
』
も
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
応
を
重
視
し
、
道
の
駅
の

外
国
人
旅
行
者
受
け
入
れ
環
境
の

整
備
促
進
が
必
要
、
と
指
摘
。
外

国
人
案
内
所
の
認
定
推
進
や
支
援

の
充
実
、
電
子
決
済
シ
ス
テ
ム
導

入
、
海
外
研
修
生
の
活
用
な
ど
の

方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
連
携
の
観
点
か
ら
も
道

の
駅
ブ
ラ
ン
ド
の
海
外
展
開
を
強

化
す
べ
き
で
は
と
し
、
観
光
庁
や

政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
と
連

携
し
て
道
の
駅
の
存
在
の
海
外
発

信
や
海
外
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展

開
な
ど
を
示
唆
。
道
の
駅
に
よ
る

旅
行
業
免
許
取
得
や
周
辺
道
の
駅

と
連
携
し
た
旅
行
商
品
開
発
、
風

景
街
道
等
の
道
路
関
係
団
体
と
の

連
携
強
化
な
ど
、
広
域
的
な
観
光

連
携
の
推
進
を
掲
げ
て
い
る
。

　
調
査
結
果
概
要
、
次
の
通
り
。

Ｑ
道
の
駅
の
認
知
、
訪
問
経
験
の

有
無

　
今
回
訪
問
し
た�

８
・
７
％

　
以
前
訪
問�

５
・
４
％

　
知
っ
て
い
る
が
訪
問
し
た
こ
と

　
は
な
い�

６
・
４
％

　
知
ら
な
い�

66
・
３
％

Ｑ
訪
問
し
て
実
施
し
た
こ
と

　
休
憩�

92
％

　
飲
食�

67
％

　
特
産
物
・
土
産
品
購
入
、
観
光

　
案
内
所
・
施
設
利
用
・
観
光
情

　
報
収
集
な
ど�

13
％

Ｑ
道
の
駅
の
満
足
度

　
と
て
も
満
足�

67
％

　
や
や
満
足�

31
％

Ｑ
不
満
に
感
じ
た
こ
と

　
外
国
語
に
対
応
し
た
観
光
案
内

　
が
不
十
分�

16
％

　
免
税
対
応
が
な
い�

12
％

　
商
品
説
明
が
不
足�

８
％

　
施
設
の
案
内
表
示
が
理
解
で
き

　
な
い�

７
％

　
販
売
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

　
ョ
ン
が
と
れ
な
い�

５
％

　
無
料
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
が
な
か
っ
た

�

５
％

Ｑ
交
通
機
関
利
用
状
況

	
(

６
空
港
で
の
調
査)

　
新
幹
線
以
外
の
鉄
道�

70
％

　
バ
ス�

54
％

　
新
幹
線�

29
％

　
タ
ク
シ
ー�

28
％

　
レ
ン
タ
カ
ー�

12
％

＊
訪
日
回
数
が
増
え
る
ほ
ど
レ
ン

タ
カ
ー
利
用
が
増
え
、
訪
日
６
～

10
回
は
70
％
。
沖
縄
に
限
る
と
レ

ン
タ
カ
ー
利
用
は
61
％
で
ト
ッ

プ
。
道
の
駅
の
認
知
・
訪
問
も
33

％
と
他
地
区
を
上
回
る
。

　ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
が
手

が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ
チ
ー
フ
に
、

歴
史
や
文
化
が
道
路
を
介
し
て
未
来
へ
と
続
い

て
い
く
こ
と
へ
の
願
い
を
こ
め
て
表
現
し
た
。

ィ
ア
ガ
イ
ド
、
花
植
え
、
清
掃
活

動
な
ど
を
続
け
て
い
る
。

　
日
本
風
景
街
道
に
登
録
さ
れ
た

11
月
26
日
を
「
な
が
さ
き
サ
ン
セ

ッ
ト
ロ
ー
ド
の
日
」
と
名
付
け
、

付
近
の
週
末
に
、
活
動
に
参
加
す

る
約
50
団
体
１
０
０
０
人
以
上
が

観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
20
数
カ
所
で

一
斉
清
掃
を
実
施
。
道
の
駅
「
松

浦
海
の
ふ
る
さ
と
館
」(

松
浦
市)

、

「
さ
せ
ぼ
っ
く
す
99
」（
佐
世
保

市
）
な
ど
七
つ
の
道
の
駅
で
利

用
客
ら
に
参
加
を
呼
び
か
け
る

な
ど
、
一
体
と
な
っ
て
活
動
し

て
い
る
。

■
シ
ー
ニ
ッ
ク	

	

　
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海
道

　
ア
メ
リ
カ
で
盛
ん
な
シ
ー
ニ
ッ

ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
を
実
験
的
に
導
入

し
た
の
を
機
に「
日
本
風
景
街
道
」

が
制
度
化
さ
れ
た
先
進
地
。
現
在

「
支
笏
洞
爺
ニ
セ
コ
」「
大
雪
・
富

良
野
」
な
ど
10
ル
ー
ト
で
活
発
に

活
動
を
展
開
。
一
般
社
団
法
人
シ

ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
立
し
、
経
済
団
体
、
企

業
と
も
連
携
す
る
独
自
事
業
の
収

益
で
各
ル
ー
ト
の
活
動
を
積
極
的

に
支
援
し
、
道
の
駅
と
の
連
携
で

も
際
立
っ
た
成
果
を
上
げ
る
。

　
各
ル
ー
ト
を
め
ぐ
る
ド
ラ
イ
ブ

マ
ッ
プ
を
関
係
各
道
の
駅
で
発
売

し
、
道
の
駅
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

必
ず
ル
ー
ト
紹
介
サ
イ
ト
を
リ
ン

ク
さ
せ
て
い
る
。
道
の
駅
恒
例
の

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
ル
ー
ト
共
催

と
し
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
帳
に
ル

ー
ト
紹
介
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
ル
ー

ト
提
供
「
シ
ー
ニ
ッ
ク
賞
」
の
応

募
券
を
付
け
て
販
売
。
同
賞
は
北

海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
な

ど
企
業
と
コ
ラ
ボ
し
て
、
販
売
促

進
を
図
っ
て
い
る
。

災害対策用トイレ・ラップポン　凝固剤を入れてボタンを押せば自動でラッピング
　
日
本
は
近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
も

あ
り
局
地
的
な
豪
雨
災
害
や
大
地
震
が
多

発
し
て
い
る
。
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど

生
活
に
欠
か
せ
な
い
イ
ン
フ
ラ
や
住
居
が

打
撃
を
受
け
る
と
、
被
災
者
の
暮
ら
し
は

困
難
を
極
め
る
。
直
面
す
る
問
題
は
何
よ

り
ト
イ
レ
だ
。
水
が
流
せ
ず
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
感
染
症
の
恐
れ
が
あ
る
。
ト
イ

レ
を
我
慢
し
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
に
、
な

と
、
災
害
対
策
備
蓄
用
の
自
動
ラ
ッ
プ
式
ト
イ
レ
「
ラ
ッ

プ
ポ
ン
」
の
導
入
を
進
め
て
い
る
の
が
販
売
代
理
店
の
株

式
会
社
オ
ア
シ
ス
Ｍ
Ｓ
Ｃ
だ
。

　
ラ
ッ
プ
ポ
ン
は
凝
固
剤
を
入
れ
て
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
自

動
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
。特
殊
防
臭
フ
ィ
ル
ム
で
１
カ
月
以
上
、

ど
避
難
所
で
も

深
刻
だ
。

�

　
仮
設
ト
イ

レ
を
待
ち
望
む

被
災
者
の
悩
み

を
解
決
し
よ
う

菌
も
臭
い
も
漏
れ
ず
、
軽
量
で
備

蓄
の
場
所
も
取
ら
な
い
。
製
造
元

は
日
本
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
株
式
会
社

ラ
ッ
プ
ポ
ン
事
業
部
で
、
災
害
備

蓄
用
に
民
間
企
業
、
官
公
庁
、
自

治
体
な
ど
に
１
万
台
以
上
導
入
実

績
が
あ
り
、
オ
ア
シ
ス
Ｍ
Ｓ
Ｃ
は

災
害
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
る
道

の
駅
で
も
導
入
を
、
と
呼
び
掛
け

て
い
る
＝
別
表
参
照
。

ラップポン被災地支援設置状況
能登半島地震 11 カ所 50 台
中越沖地震 30 カ所 100 台
東日本大震災 50カ所以上 500 台
熊本地震 95カ所以上 約 450 台
西日本豪雨 130 カ所以上 約 500 台
北海道地震 20カ所以上 100 台

観光庁

■
な
が
さ
き	

	
	

　
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド

　「
橋
で
つ
な
が
る
教
会
と
歴
史

の
道
」
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
通
り
、

世
界
遺
産
を
目
指
す
宝
亀
教
会
や

出
島
、
夕
日
の
美
し
さ
を
誇
る
多

島
海
九
十
九
島
な
ど
の
歴
史
・
文

化
・
観
光
資
源
の
魅
力
を
伝
え
、

訪
れ
る
人
を
も
て
な
す
ボ
ラ
ン
テ

「させぼっくす 99」内に
大量に集められたごみ

道の駅で風景街道セミナー
＝北海道「しかおい」で

熊野・板屋九郎兵衛の里
倉本卓始駅長

　山あいの美しい自然に囲まれた安ら

三重県熊野市紀和町板屋 82
国道 311 号　TEL.0597-97-0968

ぎの地にあり、周辺には棚田百選にも選ばれてい
る「丸山千枚田」や「赤木城跡」、渓谷・瀞峡な
ど観光名所や世界遺産が沢山。特産品の「熊野地
鶏らーめん」や「新姫うどん・そば」が大変好評
で、お土産物は新姫ドリンク類がおすすめです。

みはら神明の里
中石田国昭駅長

　瀬戸内海に浮かぶ島々を見渡せる高

広島県三原市糸崎 4-21-1
国道 2号　TEL.0848-63-8585

台、国道三原バイパス側道にあります。名物のダ
ルマの他、目の前の漁港で水揚げする三原やっさ
タコ、神明鶏、柑橘類など海と山の幸が揃います。
それらを生かして調理するレストランやパン工房
があり、多数テナントも出店しています。

山川港活お海道
榎園孝二駅長

　薩摩半島の最南端、カツオ水揚げが

鹿児島県指宿市山川金生町 1-10
国道 269 号　TEL.0993-27-6507

盛んな山川港にあります。館内には、指宿の有名
店の直販ブース、鮮魚と野菜、南国フルーツ、特
産品が揃う販売ブースと、魚料理の美味い市場食
道「鶴の港」があります。有名な「天然砂蒸し温
泉」や国内最大の花のテーマパークも近くです。
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こ
れ
か
ら
の
道
の
駅
、
ひ
い
て

は
地
方
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
に
は
女

性
の
力
が
大
き
な
役
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
道
の
駅
づ
く
り
に
女
性

の
方
々
が
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の

新
鮮
な
山
の
幸
、
海
の
幸
を
特
産

物
と
し
て
付
加
価
値
を
つ
け
、
地

域
産
業
を
引
っ
張
っ
て
、
地
域
の

元
気
を
生
み
出
し
て
い
る
事
例
が

各
地
で
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
道
の
駅
は
、
単
な
る
休
憩
施
設

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
経

済
や
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
将
来
少

　
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
地
方
自
治
体
と
国
が
、
ま
た

道
の
駅
同
士
が
連
携
を
密
に
し
、

道
の
駅
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け

研
鑽
を
積
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
架
け
橋
と
し
て
の
役
割
を
担

う
の
が
４
月
か
ら
一
般
社
団
法
人

と
し
て
、
千
葉
県
南
房
総
市
の
石

井
裕
市
長
が
会
長
と
な
っ
て
新
た

に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
全
国
道
の
駅

連
絡
会
」
で
あ
り
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

の
「
道
の
駅
」
連
絡
会
で
す
。

　
石
井
会
長
を
先
頭
に
「
全
国
道

の
駅
連
絡
会
」
が
中
心
と
な
っ
て

米百俵の精神で防災セミナーに期待

オスマン・  
サンコン氏

元ギニア共和国外交官
平成 29 年旭日双光章授賞

　
実
は
３
月
11
日
が
誕
生
日
な
ん
で

す
。
来
日
し
て
45
年
で
す
が
８
年
前

の
そ
の
日
、
東
京
の
地
下
鉄
で
東
日

本
大
震
災
に
遭
遇
。
車
内
は
激
し
く

揺
れ
死
ぬ
か
と
思
う
ほ
ど
怖
か
っ

た
。
避
難
指
示
が
あ
り
地
上
に
出
る

と
都
内
は
大
混
乱
。
こ
の
経
験
か
ら

毎
年
３
・
11
は
、
米
１
０
０
㌔
を
持

参
し
カ
レ
ー
な
ど
の
食
事
を
作
っ
て

被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
、
福
島
へ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
通
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
資
格
も
あ

り
、
介
助
も
で
き
る
ん
で
す
よ
。

　
新
潟
県
長
岡
市
の
「
米
百
俵
の
精

神
」
に
感
銘
し
同
市
と
交
流
を
続
け

て
お
り
、
今
回
の
リ
レ
ー
防
災
セ
ミ

ナ
ー
に
も
米
百
俵
の
ネ
ク
タ
イ
を
し

て
き
ま
し
た
。
米
百
俵
は
長
岡
藩
の

小
林
虎
三
郎
が
実
践
し
た
、
子
弟
へ

の
教
育
こ
そ
が
地
域
の
将
来
を
創
る

と
い
う
教
育
精
神
。
こ
れ
に
感
銘
し

て
「
ギ
ニ
ア
・
日
本
交
流
協
会
」
を

創
設
し
、
ギ
ニ
ア
に
小
学
校
を
建
て

る
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
母
国

で
は
半
日
も
歩
い
て
学
校
に
通
う
子

供
た
ち
も
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
教
育

は
何
よ
り
大
切
で
す
。
高
校
時
代
サ

ッ
カ
ー
で
負
傷
し
障
害
者
に
な
っ

て
障
害
者
手
帳
も
持
っ
て
い
ま
す

が
、
障
害
に
負
け
ず
に
勉
強
し
て

外
交
官
に
な
れ
ま
し
た
。

　
日
本
は
地
震
や
暴
風
雨
な
ど
こ

れ
ま
で
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う

な
自
然
災
害
が
こ
ん
な
に
増
え

て
、
本
当
に
驚
い
て
い
ま
す
。
明

日
は
何
が
起
こ
る
か
誰
に
も
分
か

り
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
命
が
大
切

な
ん
で
す
。
ま
ず
は
自
分
で
準
備

す
る
こ
と
で
す
ね
。
で
も
、
い
っ

た
ん
災
害
が
発
生
し
た
ら
、
お
互

い
に
助
け
合
う
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
防
災
セ
ミ
ナ
ー
の
よ
う
な
イ
ベ

13

国
、
関
係
機
関
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の

「
道
の
駅
」
連
絡
会
、
道
の
駅
設

置
自
治
体
と
連
携
を
強
め
、
地
域

の
顔
で
あ
る
道
の
駅
を
地
方
創
生

の
核
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
発
展

に
寄
与
す
る
よ
う
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
伴

う
経
済
の
減
速
に
起
因
す
る
危
機

に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
の
駅
が

個
と
し
て
特
色
あ
る
魅
力
を
持
ち

な
が
ら
連
携
、
協
調
し
、
地
方
創

生
を
し
っ
か
り
し
た
仕
組
み
と
す

る
よ
う
、
さ
ら
な
る
地
域
力
の
強

化
を
目
指
す
。
そ
れ
が
「
令
和
」

と
い
う
新
た
な
時
代
の
道
の
駅
に

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

女
性
の
力
で
地
域
に
元
気
を

子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
問
題

が
顕
在
化
し
て
い
く
中
で
は
、
さ

ら
な
る
役
割
を
求
め
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
の

「
小
さ
な
拠
点
」
と
し
て
の
役
割

で
す
。
具
体
的
に
は
、
福
祉
や
医

療
の
ほ
か
、
図
書
館
や
証
明
書
発

行
等
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
ま
で
カ

バ
ー
す
る
こ
と
で
、
道
の
駅
は
人

口
減
少
下
に
お
い
て
も
持
続
可
能

な
地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
の

施
設
と
し
て
、
活
躍
の
場
を
広
げ

い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
◇
　
　
◇

【
長
岡
市
の
米
百
俵
の
精
神
】

　
幕
末
維
新
の
戊
辰
戦
争
で
長
岡

藩
は
焼
け
野
原
と
な
っ
た
が
敗
戦

後
、
文
武
総
督
・
小
林
虎
三
郎
は

「
学
問
や
芸
術
を
教
え
優
れ
た
人

材
を
育
成
し
よ
う
」と
明
治
２
年
、

国
漢
学
校
を
開
校
。
同
藩
の
窮
状

を
知
っ
た
支
藩
か
ら
米
百
俵
が
贈

ら
れ
た
。
藩
士
に
は
の
ど
か
ら
手

が
出
る
よ
う
な
米
だ
っ
た
が
、
小

林
は
「
必
要
な
書
籍
、
器
具
の
購

入
に
充
て
る
」と
米
百
俵
を
売
却
。

国
漢
学
校
に
注
ぎ
込
み
長
岡
の
近

代
教
育
の
基
礎
を
築
い
た
。

ン
ト
が
道
の
駅
で

も
っ
と
増
え
る
こ

と
を
期
待
し
ま

す
。
機
会
が
あ
れ

ば
い
つ
で
も
話
を

し
に
来
ま
す
。「
義

理
と
人
情
」
と
い

う
言
葉
が
大
好
き

で
す
。
こ
う
し
た

日
本
の
精
神
を
大

切
に
し
た
い
と
、

「道の駅と防災」についてのアンケート 『「道の駅と防災」についてのアンケート』回答用紙
 　本紙が創刊以来追求してきた「道の駅と防災」について伺います。

Ｑ１．防災拠点として期待される「道の駅」に備えてほしいものは何

ですか？（優先すべきもの５つまで）

①非常用食料・飲料水　②非常時トイレ（災害時用、携帯用）

③テント、毛布等　④自家発電設備　⑤簡易入浴設備

⑥紙おむつ（乳幼児用、大人用）　⑦ミルク等乳幼児用食品

⑧授乳室　　⑨洗浄・除菌用品　⑩非常用通信手段

⑪携帯電話・スマホ充電器　　⑫Ｗ i- Ｆ i 設備

⑬災害時支援型自動販売機

⑭その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ２．食料、飲料水、居場所確保以外で、避難した際に配慮してほし

いもの、配慮した方が良いと思うものは？（優先順にいくつでも）

①乳幼児に対する配慮　②高齢者に対する配慮

③病人に対する配慮　④衛生面の配慮　⑤最低限のプライバシー配慮

⑥被災状況等の情報提供への配慮　　⑦音楽など心を癒す配慮

⑧ラジオ体操など身体を動かすための配慮　⑨その他（具体的に）

Ｑ３．日ごろから災害に備え、車に常備している防災用品はあります

か？（いくつでも）

①飲料／菓子類　②照明器具（懐中電灯）　③道路地図

④携帯トイレ　⑤カセットコンロ　⑥携帯電話・スマホ充電器

⑦毛布等防寒具　⑧携帯ラジオ　⑨カーラジオ以外はない

⑩その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ４．本紙はどこの「道の駅」で入手しましたか？

（　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ５．本紙を入手した道の駅の印象をお聞かせください。

（ ）

Ｑ１：①　②（災害時用、携帯用）　　③　　④　　⑤
　　　⑥（乳幼児用、大人用）　⑦　　⑧　　⑨　　⑩
　　　⑪　　⑫　　⑬
　　　⑭（ ）

Ｑ２：①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧
　　　⑨（ ）

Ｑ３：①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧　　⑨　
　　　⑩（ ）

Ｑ４：都道府県（ ）
　　　道の駅名（ ）
　　　　　　　　　　　　　
Ｑ５：（ ）

お　名　前：　
郵便番号〒：
ご　住　所：
お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）
性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

　ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締切
は令和元年 6 月 30 日（日）。
宛先は、〒 102-0075 東京
都千代田区三番町７－１朝
日三番町プラザ　ＮＰＯ法
人 人と道研究会

ご回答方法

る
も
の
と

考
え
ま

す
。

天空の郷さんさん
永井修一駅長

　道後温泉から車で 1 時間、四国遍路

愛媛県久万高原町入野 1855-6
国道 33 号　TEL.0892-21-3445

44 番大宝寺の門前町。「東京ラブストリー」最終
回カンチの母校ロケ地が隣接しています。高原野
菜づくりの盛んな地。誰もが癒される「うちの実
家」というコンセプトのもと、全国からのお越し
が多く、重要な防災拠点機能も備えています。

こすげ
黒川文一駅長

　温泉ありフォレストアドベンチャーあ

山梨県小菅村 3445
国道 139 号　TEL.0428-87-0765

りで、色々な世代の皆様が一日中楽しめます。季
節の野菜や山菜、清流の生んだわさび漬け、ヤマ
メの塩焼きやアンチョビなど、多摩源流の綺麗な
水の恩恵をうけた商品をたくさんご用意しており、
素材を生かした本格イタリアン料理もＯＫ。

たるみずはまびら（たるたるぱあく）
園田純俊駅長

　地元の特産品やお土産はもちろん、

鹿児島県垂水市浜平 2036-6
国道 220 号　TEL.0994-45-5727

海の幸が自慢のレストランや、ゆったりと錦江湾
と桜島を一望できるカフェと展望デッキがありま
す。屋外には子ども広場もあり、親子で楽しめる
道の駅です。4 月には、マリンスポーツが体験で
きる施設や情報発信館もオープンします！
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　「
道
の
駅
」
は
平
成
５
年
か
ら

現
在
ま
で
１
１
５
４
駅
が
登
録
さ

れ
て
い
る
。
自
動
車
利
用
者
の
安

全
性
・
快
適
性
確
保
の
ト
イ
レ
休

憩
と
共
に
、
交
通
・
観
光
等
地
域

の
情
報
を
得
た
り
地
場
産
品
の
買

い
物
等
が
出
来
、
辛
口
批
評
の
多

い
道
路
政
策
の
中
に
あ
っ
て
も
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
自
動
車

が
止
ま
る
こ
と
に
よ
り
地
域
と
の

接
点
が
出
来
、
道
路
管
理
者
と
地

域
と
の
連
携
に
よ
り
地
域
が
活
性

化
し
て
い
る
。
今
後
、
防
災
や
地

方
創
生
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　「
道
の
駅
」
は
、
地
方
創
生
と

同
様
、
地
域
特
性
を
生
か
し
他
地

域
と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
が

肝
要
で
、
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
、
担
い
手
不
足
時
代
、
官

民
連
携
を
高
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

　
官
に
は
、
公
正
・
公
平
及
び
質

と
『
ブ
ラ
ン
ド
』
の
維
持
を
図
る

「
道
の
駅
」
の
基
準
策
定
や
、
適

用
に
当
た
っ
て
杓
子
定
規
で
な
く

現
場
に
マ
ッ
チ
し
た
柔
軟
か
つ
弾

力
的
な
対
応
を
期
待
し
た
い
。
民

に
は
、
地
域
と
共
に
共
有
価
値
を

創
造
す
る
Ｃ
Ｓ
Ｖ
（C

reating 
Shared V

alue

）
を
尊
重
し
「
稼

ぐ
」
た
め
の
創
意
工
夫
と
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
力
の
「
磨
き
」
を
期
待
し

た
い
。

官
民
連
携
は
「
言
う
は
易
く
行
う

は
難
し
」。
と
も
す
れ
ば
「
官
尊

民
卑
」
に
陥
り
が
ち
な
風
潮
が
あ

る
。
官
と
民
は
本
質
的
に
価
値
観

や
立
場
が
異
な
る
が
、
官
と
民
の

適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
精
神
で
相
互
互

恵
、
Ｗ
Ｉ
Ｎ
＝
Ｗ
Ｉ
Ｎ
と
な
る
官

民
連
携
が
求
め
ら
れ
る
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
精
神
は
、

上
下
で
な
く
対
等
な
関
係
、
相
互

補
完
関
係
で
あ
る
。
良
い
夫
婦
関

係
の
様
に
、
互
い
の
立
場
を
理
解

し
、
互
い
が
無
く
て
は
な
ら
な
い

掛
け
替
え
の
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
・

同
伴
者
で
あ
る
こ
と
を
認
め
信
頼

し
得
る
関
係
を
築
き
、
足
を
引
っ

張
ら
ず
手
を
携
え
歩
ん
で
行
く
こ

と
で
あ
る
。

　
時
に
は
「
夫
唱
婦
随
」
時
に
は

「
婦
唱
夫
随
」の
様
に
、時
に
は「
官

民
連
携
」時
に
は「
民
官
連
携
」を
、

更
に
は
「
民
間
連
携
」
や
よ
り
広

域
的
な
「
官
民
連
携
」
を
期
待
し

た
い
。
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「
道
の
駅
」
と
官
民
連
携

　「
一
般
社

団
法
人
全
国

道
の
駅
連
絡

会
」
の
発
足

を
心
よ
り
お

　
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
は
４
月
、「
一
般
社
団
法
人
全
国
道

の
駅
連
絡
会
」
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
全
国
「
道
の
駅
」

連
絡
会
が
発
足
し
た
２
０
１
２
年
以
来
７
年
間
、
会
長
と
し
て
道

の
駅
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
本
田
敏
秋
岩
手
県
遠
野
市
長

か
ら
、
法
人
化
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
特
別
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
い

た
。

研
究
者
の
必
携
書
と
位
置
付
け
ら

れ
、
２
８
０
㌻
に
も
及
ぶ
指
針
と

な
る
書
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
に
は
道
の
駅
の
活
躍

が
評
価
さ
れ
、
公
的
施
設
と
し
て

初
め
て
日
本
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
大

賞
を
受
賞
し
、
当
時
の
太
田
昭
宏

国
土
交
通
大
臣
に
受
賞
報
告
も
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
国
が
地

方
創
生
と
い
う
風
を
吹
き
起
こ
し

て
い
る
、
こ
の
風
を
し
っ
か
り
と

い
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
起

こ
し
て
い
ま
す
。

　
私
が
会
長
を
務
め
て
い
た
間
は

大
変
残
念
な
こ
と
に
激
甚
災
害
が

多
く
発
生
し
た
時
期
で
も
あ
り
ま

し
た
。
熊
本
地
震
や
九
州
北
部
豪

雨
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
ほ
か

多
く
の
台
風
、
地
震
、
大
雨
の
災

害
が
発
生
。
そ
の
度
に
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
、
道
の
駅
が
災
害
発
生

か
ら
復
興
に
か
か
る
ま
で
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　
駐
車
場
の
広
い
道
の
駅
は
車
中

泊
の
場
を
提
供
、
自
治
体
か
ら
避

難
場
所
の
指
定
を
受
け
て
い
る
道

の
駅
は
炊
き
出
し
や
毛
布
な
ど
の

用
意
、
高
速
道
路
が
寸
断
さ
れ
た

地
域
で
は
自
衛
隊
が
甚
大
な
被
災

場
所
に
向
か
う
中
継
拠
点
に
な
る

な
ど
、
各
々
が
生
か
せ
る
役
割
を

最
大
限
発
揮
し
ま
し
た
。
復
興
の

場
面
に
な
れ
ば
、
被
災
し
た
地
域

の
特
産
品
を
他
の
道
の
駅
が
応
援

販
売
し
た
り
、
被
災
地
の
商
品
を

集
め
た
フ
ェ
ア
を
開
催
し
た
り
し

て
、
風
評
被
害
の
払
拭
や
地
域
経

済
の
活
性
化
に
向
け
、
道
の
駅
が

連
携
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
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国
土
交
通
省
は
昨
秋
「
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
と
道
の
駅
に

お
け
る
子
育
て
応
援
の
取
組
方
針
」
を
示
し
、
24
時
間
利

用
可
能
な
ベ
ビ
ー
コ
ー
ナ
ー（
授
乳
室
・
お
む
つ
交
換
台
）、

妊
婦
向
け
屋
根
付
き
優
先
駐
車
ス
ペ
ー
ス
、
お
む
つ
の
ば

ら
売
り
の
三
つ
の
基
本
機
能
を
、 

概
ね
３
年
以
内
に
整
備

完
了
す
る
こ
と
、
と
し
ま
し
た
。
中
で
も
24
時
間
利
用
可

能
な
ベ
ビ
ー
コ
ー
ナ
ー
は
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
整
備
率

約
９
割
に
対
し
、 

道
の
駅
の
整
備
率
は
約
１
割
に
留
ま
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
鳥
取
県
の
道
の
駅
「
き
な
ん
せ
岩
美
」
が
い
ち
早
く

導
入
し
た
完
全
個
室
の
可
動
式
ベ
ビ
ー
ケ
ア
ル
ー
ム

「m
am

aro (

マ
マ
ロ
）」
を
ご
存
じ
で
す
か
？
　
子
育
て

関
連
の
Ｉ
Ｔ
企
業
・
Ｔ
ｒ
ｉ
ｍ
株
式
会
社
が
製
造
・
販
売

す
る
「m

am
aro

」
は
、
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ

る
個
室
で
授
乳
、 

お
む
つ
替
え
、 

離
乳
食
な
ど

ベ
ビ
ー
ケ
ア
全
般
に
利
用
で
き
ま
す
。
キ
ャ
ス

タ
ー
付
き
の
可
動
式
で
、
施
設
側
で
簡
単
に
移

動
で
き
、
コ
ン
セ
ン
ト
一
つ
で
す
ぐ
使
え
、 

高

額
な
工
事
費
も
工
期
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
に
も
配
慮
し
、
内
蔵
の
各
種
セ
ン

サ
ー
が
不
正
利
用
を
検
知
、
ア
ラ
ー
ト
機
能
も

標
準
搭
載
し
て
い
ま
す
。

　「m
am

aro

」
は
防
災
の
備
え
に
も
有
効
で

す
。
災
害
時
の
防
災
拠
点
機
能
を
持
つ
道
の
駅

は
、
災
害
時
に
弱
者
と
な
り
や
す
い
女

性
や
子
ど
も
の
安
全
確
保
が
課
題
。
完

全
個
室
で
移
動
可
能
な
た
め
災
害
時
も

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
で
き
ま
す
。

　「A
ll For m

om
,For all m

om

」

が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
Ｔ
ｒ
ｉ
ｍ
は
、
育
児

課
題
に
留
ま
ら
ず
社
会
課
題
を
も
解
決

す
る
「
イ
ン
フ
ラ
」
と
な
る
プ
ロ
ダ
ク

ト
を
提
案
し
続
け
ま
す
。

木
の
ぬ
く
も
り
設
置
型
授
乳
室

道の駅「きなんせ岩美」が
導入した完全個室の可動式
ベビーケアルーム mamaro 

「
道
の
駅
」
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら 太田昭宏国交相（当時）にマー

ケティング大賞受賞記念のクリ
スタルカップを披露する本田敏
秋全国「道の駅」連絡会会長

生
み
出
し
、
災
害
時
に
は
避
難
場

所
や
物
資
の
中
継
基
地
に
様
変
わ

り
す
る
な
ど
、
防
災
や
地
方
創
生

の
拠
点
と
し
て
、
役
割
を
拡
大
さ

せ
て
い
ま
す
。

　
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
は
、

全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
の
「
道
の
駅
」

連
絡
会
を
ま
と
め
、
地
域
に
欠
か

せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
道
の

駅
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
固
な

も
の
に
し
、
災
害
時
の
連
携
強
化

や
優
良
事
例
の
情
報
共
有
、
道
の

駅
の
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
発

足
し
ま
し
た
。

　
こ
の
目
的
達
成
の
た
め
、
道
の

駅
の
好
事
例
共
有
や
災
害
時
の
連

携
強
化
、
全
国
の
道
の
駅
が
情
報

を
共
有
す
る
た
め
、
地
域
な
ら
で

は
の
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
全

国
総
会
の
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
道
路
や
観
光
関
係
の
有
識
者
の

皆
様
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
平
成

29
年
に
は
教
科
書
「
道
の
駅
」
を

発
刊
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
冊
子

は
、
道
の
駅
の
新
た
な
関
係
者
、

https://www.trim-inc.com/

販売等の問い合わせ先
株式会社三陽電設
TEL:06-6349-5511

Trim 株式会社

特
別
寄
稿

　全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会

　初
代
（
前
）
会
長

　本
田
敏
秋
・
岩
手
県
遠
野
市
長

祝
い
い
た
し
ま
す
。「
道
の
駅
」

は
平
成
５
年
の
制
度
開
始
以
来
26

年
が
経
ち
、
平
成
31
年
４
月
現
在

１
１
５
４
カ
所
が
登
録
さ
れ
、
今

も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
元
々
休
憩
施
設
と
し
て
開
始
し

た
道
の
駅
で
す
が
、
現
在
は
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
商
品
の
販
売

や
、
道
の
駅
そ
の
も
の
が
観
光
機

能
を
持
つ
な
ど
、
地
域
に
仕
事
を

受
け
止
め
活
力

と
元
気
の
創
出

を
地
域
も
考
え

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
感
じ

ま
し
た
。「
帆

柱
を
立
て
帆
を

張
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」、

そ
の
帆
柱
は
道

の
駅
、
帆
は
連

絡
会
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
、

大
臣
室
で
発
言

し
た
こ
と
を
つ

近つ飛鳥の里・太子
西本武史道の駅担当課長

　複数の天皇陵、聖徳太子御廟などロ

大阪府太子町山田 2265-1
国道 166 号　TEL.0721-98-2786

マン漂う歴史遺産が周辺に数多く残され、わが国
最古の官道「竹内街道」もすぐ横を通っており、「近
つ飛鳥」の観光に便利です。7 月～ 9 月にはぶど
う、10 月末から 12 月にはみかんといった太子町
の特産品がお手頃価格で手に入ります！

さらべつ
三好光幸駅長

　帯広空港から車で約 10 分。日高山脈

北海道更別村弘和 464-1
道道 238 号更別幕別線 TEL.0155-53-3663

の雄大で美しい景観と広がる田畑に囲まれた道の
駅です。特産品のすももを加工した商品を取り揃
え、更別産小麦きたほなみを 100％使用したうど
んも人気商品。6 月上旬から 11 月上旬まで土日
限定で、農家直送新鮮野菜市も開催しています。

木更津 うまくたの里
後藤久也駅長

　地元農家から毎日届けられる野菜・

千葉県木更津市下郡 1369-1
国道 410 号　TEL.0438-53-7155

果物やご当地グルメ、お土産品など扱う商品数は
約 2 千点。さらに地元の人気店「のうえんカフェ」

「せんのんの木」がコラボした「のうえんカフェ
レストラン＆ツリー」では、ここでしか味わえな
い料理とスイーツをご提供しております。

道の駅広がる子育てインフラ～ママと赤ちゃん守る mamaro ( ママロ）～
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お
こ
と
わ
り

　「お
も
し
ろ
万
葉
集
」
は
筆
者
が
病
気
療
養
中
の
た
め
、
休
載

　
　
　
　
　
　し
ま
す
。
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　道の駅や道路などに関する様々
なご意見、お考えをお寄せくださ
い。ハガキの宛先は、〒 102-0075 
東京都千代田区三番町 7-1 朝日三
番町プラザ NPO 法人「人と道研
究会」。電子メールは、dokusya@
route-press21st.jp 宛 て。 写 真、
カットの投稿も歓迎。採用分には
記念品をお送りします。

◆お便り募集

☆
赤
ち
ゃ
ん
の
休
憩

　
車
の
免
許
を
取
っ
た
の
が
平
成

元
年
。
そ
の
平
成
も
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
今
は
、
道
の
駅
な
ど
ド

ラ
イ
ブ
休
憩
も
楽
に
な
り
ま
し

た
。
昔
、
ト
イ
レ
に
赤
ち
ゃ
ん
用

フ
ォ
ル
ダ
ー
や
お
む
つ
替
え
台
な

ど
な
か
っ
た
頃
、
子
供
を
つ
れ

て
出
か
け
る
の
は
大
変
で
し
た
。

今
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
手
の
と
ど
か

な
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
い
る
補
助

キ
ー
な
ど
、
実
際
に
使
っ
て
み
て

の
意
見
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る

様
で
、便
利
で
良
い
で
す
ね
。（
山

梨
県
北
杜
市
　
主
婦
・
59
歳
）

☆
有
料
遊
具
よ
り
も

　
道
の
駅
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た

く
、
３
歳
と
０
歳
の
子
を
連
れ
２

０
１
８
年
は
90
駅
を
訪
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
も
道
の
駅
が
大
好
き

で
、
大
型
遊
具
が
あ
る
と
こ
ろ
は

ま
た
行
き
た
が
り
ま
す
。
こ
ち
ら

は
倹
約
し
た
い
の
で
、
お
金
を
入

れ
て
動
く
乗
り
物
は
な
く
て
い

い
、
体
を
動
か
し
て
遊
べ
る
方
が

い
い
の
に
、
と
思
う
の
が
正
直
な

と
こ
ろ
で
す
が
。
子
ど
も
目
線
で

道
の
駅
を
見
て
、
お
む
つ
替
え
ス

ペ
ー
ス
は
母
父
ど
ち
ら
も
使
え
る

ト
イ
レ
に
ほ
し
い
で
す
。（
岡
山

県
和
気
郡
　
公
務
員
女
性
・
38
歳
）

☆
道
の
駅
に
相
談
を

　
小
学
生
女
子
の
ギ
ャ
ク
タ
イ
死

事
件
を
聞
き
、
こ
の
母
と
娘
が
警

察
に
行
き
に
く
か
っ
た
の
な
ら
、

道
の
駅
に
で
も
話
す
こ
と
が
で
き

て
い
た
ら
よ
か
っ
た
の
に
、
と
残

念
に
思
い
ま
し
た
。「
母
と
子
の

道
の
駅
」
が
ク
イ
ズ
の
答
え
だ
け

で
な
く
、
道
の
駅
の
一
つ
の
機
能

に
な
っ
て
ほ
し
い
。（
千
葉
県
我

孫
子
市
　
会
社
員
男
性
・
68
歳
）

☆
オ
ム
ツ
個
売
り
を

　
道
の
駅
が
大
好
き
な
ん
で
す
。

特
に
、
旅
先
で
行
く
初
め
て
の
所

だ
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
子
ど
も

が
小
さ
い
頃
も
利
用
し
て
き
た
の

で
、
ベ
ビ
ー
コ
ー
ナ
ー
が
充
実
し

て
い
る
と
と
て
も
ス
テ
キ
だ
と
思

い
ま
し
た
。
オ
ム
ツ
１
個
ず
つ
や

赤
ち
ゃ
ん
せ
ん
べ
い
、
ミ
ル
ク
も

あ
る
と
す
ご
く
助
か
り
ま
す
。
何

が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
も
ん

ね
。(

鳥
取
市
　
主
婦
・
32
歳)

☆
追
悼
原
氏
に
学
ぶ

　
本
紙
54
号
『
農
業
と
国
土
』
の

「
追
悼
　
原
耕
造
氏
」
を
読
み
、

元
号
が
新
し
く
な
る
今
年
こ
そ
、

天
皇
制
の
意
味
、
そ
し
て
「
日
本

人
の
心
」
を
改
め
て
認
識
す
る
良

い
機
会
と
い
う
の
は
、
全
く
そ
の

通
り
と
思
い
ま
し
た
。
ス
イ
ス
な

ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
策
を
紹
介
し

て
、日
本
も「
農
業
と
環
境
を
セ
ッ

ト
」
に
し
た
政
策
を
と
理
解
し
や

す
く
書
い
て
あ
り
、
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。（
鳥
取
県
西
伯
郡
　
自

営
業
男
性
・
50
歳
）

☆
新
鮮
野
菜
が
一
番

　
若
い
頃
の
生
活
を
反
省
し
た
と

い
う
「
読
者
の
声
」
の
投
稿
、
私

も
同
感
で
す
。
30
年
前
、
自
分
と

し
て
は
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
い

る
つ
も
り
で
、
ミ
ネ
ラ
ル
だ
、
ビ

タ
ミ
ン
だ
と
、
す
べ
て
不
足
分
は

錠
剤
を
飲
め
ば
そ
れ
で
良
し
、
と

安
心
し
て
い
ま
し
た
。
反
省
し
た

今
は
、
道
の
駅
等
で
手
に
入
れ
た

新
鮮
な
野
菜
を
皮
ま
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。実
と
皮
の
間
が
一
番
、

捨
て
る
部
分
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

（
静
岡
県
浜
松
市
　
主
婦
・
55
歳
）

☆
ま
だ
役
に
立
つ
ぞ

　
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
被
災

地
、
厚
真
町
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

出
掛
け
、
こ
の
年
で
も
ま
だ
お
役

に
立
つ
こ
と
が
あ
る
な
と
、
確
認

し
ま
し
た
。
こ
の
春
、
近
く
に
道

の
駅
が
完
成
す
る
と
の
こ
と
。
車

で
10
分
の
距
離
な
の
で
、
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
。（
北
海
道
夕

張
郡
　
季
節
雇
用
男
性
・
69
歳
）

☆
災
害
情
報
の
発
信

　
北
海
道
で
は
最
近
、
自
然
災
害

が
続
き
、
日
々
の
生
活
に
お
け
る

防
災
と
対
策
へ
の
意
識
を
、
常
に

頭
の
片
す
み
に
留
め
て
お
か
ざ
る

を
得
な
い
よ
う
な
状
況
で
す
。
先

の
大
停
電
で
、
特
に
困
っ
た
の
が

ス
マ
ホ
の
充
電
で
し
た
。
道
の
駅

に
充
電
用
バ
ッ
テ
リ
ー
を
設
置
し

た
り
災
害
情
報
を
発
信
し
た
り
す

る
仕
組
み
が
あ
れ
ば
、
旅
先
で
自

然
災
害
に
遭
っ
た
よ
う
な
人
も
安

心
す
る
の
で
は
？
（
北
海
道
釧
路

市
　
会
社
員
男
性
・
48
歳
）

☆
軽
君
頑
張
っ
た
ね

　
先
日
、
愛
車
と
お
別
れ
を
し
ま

し
た
。
10
年
近
く
に
渡
り
東
奔
西

走
、
幾
多
の
峠
を
越
え
、
時
に
は

1
日
で
５
０
０
㌔
㍍
走
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
軽
の
彼
に
は
ム

リ
を
さ
せ
た
と
思
い
ま
す
が
、
故

障
や
事
故
も
な
く
、
無
事
旅
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後

は
思
い
出
の
道
の
駅
を
バ
ッ
ク

に
、
共
に
旅
を
し
た
主
人
と
記
念

撮
影
を
し
ま
し
た
。(

山
梨
県
安

八
郡
　
会
社
員
女
性
・
41
歳)

☆
一
人
涙
し
ま
し
た

　
昨
年
退
職
し
、
主
人
と
一
緒
に

出
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
道
の
駅
ひ
ら
た
」に
畳
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
昼
食
を
と
っ
て
か

ら
主
人
は
畳
の
上
で
昼
寝
を
し
ま

し
た
。
暖
か
い
日
差
し
（
12
月
で

し
た
）
を
あ
び
て
い
る
主
人
を
見

て
、
一
緒
に
歩
ん
で
き
た
33
年
間

を
思
い
、
一
人
涙
し
た
思
い
出
の

道
の
駅
で
し
た
。（
福
島
県
石
川

郡
　
無
職
女
性
・
59
歳
）

☆
全
て
の
人
の
尊
厳

　
認
知
症
を
題
に
し
た
「
道
の
駅

文
庫
」
の
解
説
に
啓
発
さ
れ
た
。

書
か
れ
て
い
る
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー

ド
」
と
は
、
全
て
の
人
の
尊
厳
だ

と
思
う
。
私
は
傾
聴
ケ
ア
活
動
に

参
加
し
、
遊
び
歌
ア
チ
ャ
パ
チ
ャ

ノ
ー
チ
ャ
の
替
え
歌
を
つ
く
っ
て

歌
っ
た
り
し
て
い
る
。
病
め
る
人

も
悩
め
る
人
も
地
域
や
社
会
で
包

摂
す
る
社
会
づ
く
り
に
尽
力
し
た

い
。（
千
葉
県
船
橋
市
　
無
職
女

性
・
70
歳
）

☆
心
を
寄
せ
る
努
力

　
認
知
症
の
困
る
と
こ
ろ
は
「
お

互
い
の
思
い
が
通
じ
な
い
」
こ
と

だ
と
、「
道
の
駅
文
庫
」
で
わ
か

り
ま
し
た
。
言
葉
が
通
じ
な
い
外

国
人
に
は
身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
一
生

け
ん
命
意
思
を
探
る
の
に
、
身
近

な
認
知
症
の
人
に
な
ぜ
、
も
っ
と

心
を
寄
せ
ら
れ
な
い
の
か
。
亡
く

な
っ
た
母
も
、
入
退
院
を
繰
り
返

す
う
ち
に
症
状
が
出
て
、
難
儀
し

ま
し
た
。
私
に
は
し
っ
か
り
と
向

き
合
う
心
が
足
り
な
か
っ
た
と
反

省
し
ま
し
た
。
本
を
購
入
し
て
勉

強
し
ま
す
。（
東
京
都
江
東
区
　

主
婦
・
35
歳
）

☆
駅
長
さ
ん
と
の
絆

　
近
く
の
道
の
駅
「
鳳
来
三
河
三

石
」
駅
長
さ
ん
と
の
絆
が
、
深
く

な
っ
て
い
る
。
活
動
的
な
駅
で
、

直
虎
の
大
河
ド
ラ
マ
が
放
映
さ
れ

る
と
直
ぐ
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

な
ど
催
し
が
目
白
押
し
に
な
る
。

野
菜
の
販
売
や
養
鶏
を
や
っ
て
い

る
教
え
子
た
ち
が
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
関
係
も
、
あ
り
が
た
い
。

学
園
と
の
コ
ラ
ボ
、
こ
れ
か
ら
も

期
待
し
た
い
。（
愛
知
県
新
城
市

　
私
立
高
校
教
員
男
性
・
49
歳
）

☆
ソ
フ
ト
対
策
必
要

　
読
者
の
声
に
共
感
す
る
こ
と
が

多
く
、
高
齢
者
で
も
運
転
免
許
は

ま
だ
返
上
し
ま
せ
ん
と
い
う
声
に

感
心
し
ま
し
た
。
地
方
創
生
、
活

性
化
の
た
め
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

重
要
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
ソ
フ

ト
対
策
は
不
足
し
て
い
ま
す
。（
青

森
市
　
会
社
員
男
性
・
35
歳
）

☆
孫
と
道
の
駅
巡
り

　
離
れ
て
福
岡
市
に
住
む
孫
二
人

と
、
週
末
道
の
駅
巡
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
二
人
が
新
鮮
な
野
菜

や
く
だ
物
を
沢
山
買
っ
て
い
る
姿

を
見
る
の
は
幸
せ
で
す
。
道
21
世

紀
新
聞
も
お
気
に
入
り
で
す
。（
福

岡
県
小
郡
市
　
無
職
男
性
・
72
歳
）

☆
娘
温
泉
デ
ビ
ュ
ー

　
新
し
い
土
地
に
お
嫁
に
来
て
８

年
。R

oute Press

さ
ん
の
お
か

げ
で
地
元
イ
ベ
ン
ト
情
報
も
手
に

入
り
、
こ
の
土
地
が
大
好
き
に
な

り
、
お
友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
ま

し
た
。
３
歳
の
娘
も
道
の
駅
の
温

泉
で
温
泉
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
♡

（
広
島
市
　
主
婦
・
40
歳
）

高橋練染株式会社
KOKORO CARE 事業部

www.kokorocare.jp/

原浩道市長（中央）に目
録を手渡す高橋聖介社長

道の駅「いたこ」に制菌ペコちゃんふきんプレゼント
　「
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
―
―
茨
城
県
潮
来
市
の
道
の
駅
「
い
た
こ
」
に
制
菌

性
と
防
臭
・
消
臭
性
を
最
先
端
技
術
で
処
理
し
た
デ
オ
フ

ァ
ク
タ
ー
加
工
の
「
制
菌
ペ
コ
ち
ゃ
ん
ふ
き
ん
」
１
０
０

枚
が
贈
ら
れ
た
。
贈
呈
し
た
の
は
、
京
都
市
で
プ
リ
ン
ト

服
地
の
仕
上
げ
加
工
を
営
む
高
橋
練
染
株
式
会
社
（
高
橋

聖
介
社
長
）。「
い
た
こ
」
が
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て

重
点
「
道
の
駅
」
に
選
ば
れ
た
と
知
り
、「
制
菌
ふ
き
ん
」

を
使
っ
て
も
ら
お
う
と
、
高
橋
社
長
が
原
浩
道
市
長
に
手

渡
し
た
。
原
市
長
は
「
母
と
子
の
ス
ペ
ー
ス
、
マ
ザ
ー
ズ

キ
ャ
ビ
ン
な
ど
で
有
効
に
使
い
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
明
治
時
代
、
京
都
西
陣
で
は
京
都
画
壇
の
日
本
画
家
の

協
力
で
斬
新
な
新
感
覚
の
帯
地
が
作
ら
れ
て
い
た
。
当
時

描
か
れ
た
図
案
集
や
帯
の
裂き
れ

地じ

が
保
存
さ
れ
た
蔵
に
出
合

っ
た
高
橋
社
長
は
、
和
柄
の
伝
統
意
匠
を
受
け
継
ぎ
、
現

代
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
蘇
ら
せ
た
。
服
地
の
仕
上
げ
加
工
の

技
術
開
発
の
中
か
ら
、
消
臭
・
制
菌
作
用
で
衣
類
や
繊
維

製
品
に
付
着
す
る
有
害
物
質
を
無
害
化
す
る
独
自
の
薬
剤

デ
オ
フ
ァ
ク
タ
ー
が
生
ま
れ
た
。

　
抗
菌
は
生
地
表
面
の
細
菌
の
増
殖
を
抑
制
す
る
作
用
だ

が
、
制
菌
は
雑
菌
を
増
や
さ
ず
に
不
活
化
さ
せ
、
菌
数
を

減
少
さ
せ
る
、
一
歩
進
ん
だ
技
術
。
衣
類
の
ほ
か
寝
具
や

家
具
、
壁
な
ど
に
も
幅
広
く
有
効
で
、
災
害
時
の
避
難
所

や
ト
イ
レ
等
に
も
活
用
さ
れ
始
め
、
各
界
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
る
。

女神の里 たてしな
竹花信明駅長

　浅間連峰の眺めが抜群で、白樺高原

長野県立科町茂田井 2480
国道 142 ／ 254 号　TEL.0267-51-4100

の観光と田園の恵みを連携させた道の駅。直売
所では、美味しさで全国的にも知られた地元特
産 ｢ りんご ｣ の焼き菓子やアップルパイ、レス
トランでは蓼科牛焼肉重や、すいとん定食が人
気です。町の体験施設も隣接しています。

くしがきの里
福井龍二駅長

　名の通り当地は、秋になると軒先に吊

和歌山県かつらぎ町滝 53-1
国道 480 号　TEL.0736-25-0088

した串柿で辺り一面がオレンジ色に染まり、一見
の価値があります。大自然に囲まれ、愛称「のん
びりえんすストア」。果物全般が豊富で、柿の葉
寿司やあんぽ柿のほか、梅干など和歌山の逸品も
充実しています。秋には吊るし柿作り体験も。

知床・らうす
湊屋稔駅長

　道内で唯一、北方領土国後島を間近

北海道羅臼町本町 361-1
国道 335 号　TEL.0153-87-5151

に見る事が出来る道の駅です。世界自然遺産に登
録された知床の観光船やトレッキングなど観光案
内の他、世界有数の漁場で獲れる多様で新鮮な魚
介類や羅臼昆布、水産加工品を販売する店舗が立
ち並び、地元価格でお買い求めいただけます。

2019年（平成31年）４月 第55号

　
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
は
、
４
月
か
ら
法
人
化

し
て
「
一
般
社
団
法
人
全
国
道
の
駅
連
絡
会
」
に
衣

替
え
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
任
意
団
体
が
法
人
化

さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
り
一
層
道
の
駅
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
、
事
務
局
も
心
を
新
た
に
業
務
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
連
絡
会
の
運
営
も
さ
ら
に
責
任
が

重
く
な
り
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。
法
人
と
し
て

恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
体
制

を
整
え
直
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
改
善
な
ど
も
含
め
て
、

足
元
を
固
め
る
こ
と
か
ら
再

出
発
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
道
の
駅
制
度
の
ス
タ
ー
ト
は
平
成
５
年
で
す
。
道

の
駅
は
ま
さ
に
平
成
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
、
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
時
代
は
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」

に
移
り
ま
す
。
道
の
駅
も
今
後
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
進
展
を
見
せ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
ほ
ど
報
告
さ

れ
た
『
新
「
道
の
駅
」
の
あ
り
方
検
討
会
』
の
中
間

整
理
案
で
も
、
道
の
駅
の
今
後
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
ご
提
案
が
あ
り
ま
す
。
当
会
に
与
え
ら
れ
た
宿
題

も
多
岐
に
わ
た
り
、
す
ぐ
に
は
対
応
し
き
れ
な
い
課

題
も
多
い
の
が
実
情
で
す
。

　
新
時
代
の
道
の
駅
の
質
の
向
上
に
は
、
産
官
学
の

連
携
と
り
わ
け
官
民
連
携
が
重
要
と
さ
れ
ま
す
。
公

的
施
設
の
道
の
駅
が
、
公
益
性
・
公
共
性
を
保
ち
な

が
ら
、
民
間
の
知
恵
や
活
力
を
生
か
し
て
い
く
こ
と

が
よ
り
求
め
ら
れ
ま
す
。
全
国
の
道
の
駅
が
培
っ
て

き
た
「
道
の
駅
ブ
ラ
ン
ド
力
」
を
維
持
し
、
さ
ら
に

向
上
で
き
る
よ
う
、
各
地
の
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
と
の

連
携
を
強
め
る
中
で
、
道
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強

化
す
る
取
り
組
み
を
応
援
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　『
新
「
道
の
駅
」
の
あ
り
方
検
討
会
』
も
「
多
様

な
主
体
と
の
新
た
な
連
携
」
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

全
国
道
の
駅
連
絡
会
は
、
少
し
で
も
こ
う
し
た
連
携

の
調
整
の
お
役
に
立
つ
た
め
に
、
何
が
で
き
る
か
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務
局
長
　
杉
﨑
光
義

15

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

希
望
商
品
名
の
ほ
か
、
①
氏
名
②
郵
便
番
号
・
住

所
③
電
話
番
号
④
性
別
⑤
職
業
⑥
年
齢
⑦
趣
味
⑧

新
聞
の
入
手
場
所
⑨
関
心
を
持
っ
た
記
事
⑩
感
想
・

意
見
を
1
枚
の
は
が
き
に
記
入
し
、
〒
１
０
２
―
０

０
７
５
東
京
都
千
代
田
区
三
番
町
７
―
１�

朝
日
三

番
町
プ
ラ
ザ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道
研
究
会
へ
。
令
和

元
年
６
月
30
日
（
日
）
必
着
。
発
送
を
発
表
に
か
え
、

個
人
情
報
は
応
募
作
業
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
の
ご

案
内
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

提供：（株）ファイン
� http://www.fine-corp.co.jp

提供：高橋練染（株）KOKORO�CARE 事業部
� www.kokorocare.jp/

問題作成　寺崎美保子（てらこヘリテージ株式
会社代表取締役社長）http://zeropage.jp

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
人
と
道
パ
ズ
ル

★ヨコの鍵 ★
タ
テ
の
鍵

１
　
口
元
を
覆
う

２
　
自
動
車
に
供
給

３
　
締
め
切
り

４
　
転
ば
ぬ
先
の
〇
〇

６
　
ふ
ざ
け
て
は
い
な
い
で
す

８
　
１
％
の
〇
〇
〇
〇
と
99
％
の
努
力

10
　
お
笑
い
コ
ン
ビ
、
ボ
ケ
の
相
方
は
？

11
　
阿
寒
湖
に
生
息

13
　
間
際

15
　
お
も
て
な
し
の
精
神

16
　
集
会
の
こ
と

20
　
歌
を
歌
う
専
門
家

22
　
車
内
で
は
〇
〇
〇
〇
、
手
す
り
に
お

　
　
つ
か
ま
り
く
だ
さ
い

24
　
謎
が
多
い
か
な
？

26
　
〇
〇
〇＜

市
民＜

県
民

27
　
ビ
レ
ッ
ジ
が
村
な
ら
、
シ
テ
ィ
は
？

１　コミック
３　南の反対
４　一声だったり、恩返しだったり
５　部屋をきれいにするためにコレします
６　バックが後ろなら、フロントは？
７　チェーン
９　「躑躅」何と読む？
12　象や数学などでおなじみの国といえば？
14　ネイルをカットするのに使います
16　ユニコーンの頭上に
17　ドンドン叩く
18　空に浮かぶ
19　考えが一致してるよね
21　クローバー
23　公園に敷き詰められている
25　⇔着陸
27　目の上に
28　夏のはじめ
29　母のパートナー
30　ロックするときに必須
31　赤、白、ロゼ

　
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
１
９
９
０
年
代
中
頃
だ
。「
庭

い
じ
り
、
園
芸
」
に
親
し
む
人
の
数
は
現
在
、
３
９
０
０ 

万
人
に
達
す

る
と
見
ら
れ
て
い
る
（
レ
ジ
ャ
ー
白
書
）。
ま
す
ま
す
高
齢
化
す
る
社

会
、
そ
し
て
人
生
１
０
０
年
時
代
の
到
来
が
言
わ
れ
る
今
日
、
長
い
シ

ニ
ア
時
代
を
楽
し
く
暮
ら
す
伴
侶
と
し
て
、「
庭
、
園
芸
」
つ
ま
り
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
ほ
ど
健
康
的
で
精
神
的
に
も
い
い
も
の
は
な
い
。

　gardening

と
い
う
語
は
、gard

す
る
（
囲
う
）
とeden

（
エ
デ
ン
）

と
い
う
二
つ
の
語
か
ら
出
来
た
と
さ
れ
る
。
庭
を
囲
っ
て
天
国
の
よ
う

な
場
所
す
な
わ
ち
エ
デ
ン
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
活
動
を
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
と
言
っ
た
わ
け
だ
。
そ
ん
な
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
親
し
む
人
た
ち
に
是

非
読
ん
で
欲
し
い
本
が
カ
レ
ル
・
チ
ャ
ペ
ッ
ク
の
「
園
芸
家
12
カ
月
」。

こ
の
本
は
、
園
芸
の
手
引
書
で
は
な
く
園
芸
生
活
の
愉た
の
し
み
を
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
に
書
い
て
い
る
。

　
カ
レ
ル
・
チ
ャ
ペ
ッ
ク
は
１
９
２
０
～
30
年
代
初
め
こ
ろ
活
躍
し
た

チ
ェ
コ
が
生
ん
だ
も
っ
と
も
著
名
な
作
家
で
、
こ
よ
な
く
園
芸
を
愛
し

た
。
本
書
の
挿
絵
は
兄
の
ヨ
ゼ
フ
・
チ
ャ
ペ
ッ
ク
が
描
い
て
い
る
。

　「
わ
れ
わ
れ
園
芸
家
は
未
来
に
生
き
て
い
る
の
だ
。
バ
ラ
が
咲
く
と

来
年
は
も
っ
と
き
れ
い
に
咲
く
だ
ろ
う
と
考
え
る
、
10
年
経
っ
た
ら
、

こ
の
小
さ
な
唐
檜
が
1
本
の
木
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
。
早
く
こ
の
10
年

が
経
っ
て
く
れ
た
ら
、
50
年
後
に
は
こ
の
シ
ラ
カ
ン
バ
が
ど
ん
な
に
な

る
か
、
見
た
い
。
本
物
、
い
ち
ば
ん
肝
心
の
も
の
は
、
わ
た
し
た
ち
の

末
来
に
あ
る
。
新
し
い
年
を
迎
え
る
ご
と
に
高
さ
と
美
し
さ
が
増
し
て

い
く
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
わ
た
し
た
ち
は
ま
た
1
年
齢
を
と
る
」

(

「
12
月
の
園
芸
家
」
の
章
）

　
園
芸
の
愉
し
み
は
、
土
を
耕
し
、
種
を
蒔
き
、
球
根
を
植
え
て
、
苗

を
育
て
て
花
を
咲
か
せ
、
果
実
を
収
穫
し
て
食
卓
に
乗
せ
る
プ
ロ
セ
ス

に
あ
る
。
種
を
蒔
い
て
か
ら
花
が
咲
く
に
は
早
く
て
数
カ
月
、
秋
蒔
き
・

春
咲
き
の
種
な
ど
は
半
年
以
上
か
か
る
。
苗
を
育
て
て
い
る
時
は
、
花

咲
く
未
来
の
時
を
、
土
を
耕
し
肥
料
を
い
れ
、
花
壇
を
つ
く
っ
て
い
る

時
に
は
、
未
来
の
花
園
を
夢
見
て
い
る
。
チ
ャ
ペ
ッ
ク
が
言
う
よ
う
に
、

そ
の
活
動
は
常
に
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

　「
チ
ャ
ペ
ッ
ク
は
、
こ
よ
な
く
園
芸
を
愛
し
た
。
彼
は
人
々
の
心
ま

で
耕
し
て
、
緑
の
木
々
を
茂
ら
せ
、
花
を
咲
か
せ
る
」（
裏
表
紙
よ
り
）

日
本
の
チ
ェ
コ
大
使
館
で
開
催
さ
れ
た
「
カ
レ
ル
・
チ
ャ
ペ
ッ
ク
没
後

80
年
記
念
」
の
展
示
会
に
は
、
美
智
子
皇
太
后
も
ご
来
場
さ
れ
た
。 

 

（
花
信
風
子
）

プ
レ
ゼ
ン
ト
へ
の
応
募

54 号の正解は
「ハハトコノミチノエキ」

園芸家 12 カ月
カレル・チャペック著

（中公文庫）

●応募方法　タテ、ヨコの鍵により数字の枠を埋め、
英字枠の語をＡＢＣ順にならべたのが「正解」です。
正解者 20 人（多数のときは抽選）に記念品をお送り
します。応募は 1枚のはがきに正解のほか、①氏名
②郵便番号・住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣
味⑧新聞の入手場所⑨関心を持った記事⑩感想・意見
を記入してください。送り先は〒 102-0075�東京都千
代田区三番町 7-1�朝日三番町プラザ　ＮＰＯ人と道研
究会。令和元年６月 30 日（日）必着。発送を発表に
かえ、個人情報は応募作業およびＮＰＯからのご案内
以外の目的には使用しません。

★
花
粉
も
寄
せ
付
け
な
い
「
進
化
銀
Ⓡ

次
世
代
高
機
能
マ
ス
ク
」
を
30
人
に
。

　
二
重
制
菌
フ
ィ
ル
タ
ー
で
花
粉
は

も
ち
ろ
ん
ウ
ィ
ル
ス
、
細
菌
、
Ｐ
Ｍ

２
・
５
も
99
％
カ
ッ
ト
し
、
連
日
使

★
デ
オ
フ
ァ
ク
タ
ー
「
制
菌
ペ
コ
ち

ゃ
ん
ふ
き
ん
」
を
20
人
に
。

　
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
バ
ー
３
層
構
造

の
生
地
で
吸
収
性
に
優
れ
、
活
性
酸

素
で
黄
色
ぶ
ど
う
球
菌
や
悪
臭
原
因

連
携
の
調
整
に
役
立
ち
た
い

用
し
て
も
臭

く
な
り
に
く

い
。
か
け
ひ

も
は
耳
を
痛

め
な
い
ソ
フ

ト
タ
ッ
チ
で

す
。 と

な
る
細

菌
の
増
殖

を
抑
え
、

菌
数
を
減

ら
し
防
臭

・
消
臭
し

ま
す
。

提供：（株）ケービーエフ
� �http://www.kbf.co.jp/

★
シ
ュ
ッ
と
一
吹
き
「
進
化
銀
Ⓡ
携
帯

用
制
菌
防
臭
ス
プ
レ
ー
」
を
20
人
に
。

　
独
自
技
術
プ
ラ
ス
イ
オ
ン
の
強
力

な
働
き
で
ウ
ィ
ル
ス
も
細
菌
も
除
去

し
、
乾
い
た
後
も
効
果
が
持
続
。
塩

素
や
ア
ル
コ
ー
ル
不
使
用
だ
か
ら
手

肌
に
つ
い
て
も
安
心
。

水辺プラザかもと
荒木英夫支配人

　日本遺産に登録された菊池川流域の

熊本県山鹿市鹿本町梶屋 1257
国道 325 号　TEL.0968-46-1126

大自然の中に位置し、3万平方㍍の広大な敷地に
物産館やレストラン、ぱん工房、天然温泉、離れ
に家族風呂や宿泊棟を備えています。老若男女が
楽しめるカヌーや自転車のレンタル、遊具公園、
グラウンドゴルフ場等もあり、思う存分遊べます。

森と湖の里ほろかない
大塚祐樹支配人

　とんがり帽子屋根のセンターハウス内

北海道幌加内町政和第一
国道 275 号　TEL.0165-37-2070

にある「せいわ温泉ルオント」は天塩山脈の麓に湧
き出る、底が見えないほど濃い黄褐色のお湯です。
幌加内そばは日本一の生産量を誇っており、施設内
で手打ちそばを味わえます。敷地内のログハウスで
宿泊し、１日のんびり過ごすのもおすすめです。

センザキッチン
村田大助駅長

　海上アルプスと呼ばれる景勝、青海

山口県長門市仙崎 4297-1
県道 282 号　TEL.0837-27-0300

島を望む仙崎湾に面した道の駅。豊かな食材と楽
しい情報と充実した遊びを調理し、ゲストに振る
舞うところです。海を見ながらおしゃれな空間
で、素敵なひとときをお過ごしください。木のお
もちゃで遊べる「長門おもちゃ美術館」も併設。
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たかの
根波裕治駅長

　「中国山地のどまんなか」にある西日

広島県庄原市高野町下門田 49
県道 39 号　TEL.0824-86-3131

本有数の豪雪地帯で、「雪室」に日本酒などを貯
蔵しています。特産の大根・りんご・米・比婆牛
など豊富な農産物と、冷涼な気候を生かして作る
お母さんたちの漬物が自慢です。ただいま「高野
りんごのアップルパイ」がブレイク中です！

北方よっちみろ屋
畑野真一駅長

　日本唯一、すべての地番に十二支が

宮崎県延岡市北方町早日渡巳 175-1
国道 218 号　TEL.0982-48-0808

使われている「北方町」にあります。新鮮な野菜、
地元婦人会がつくる惣菜、団子が豊富で、春は山
菜、夏は桃、ぶどう、ほおずき、秋は栗、冬は自
然薯、いちごと、四季折々のイベントも好評。お
近くにお越しの際、〝寄っちみろやぁ～！〟

川俣
渡邊早苗店長

　特産品の川俣シルクや川俣シャモ（地

福島県川俣町鶴沢東 13-1
国道 114 号　TEL.024-566-5253

鶏）を販売する銘品館、絹織物に関する資料展示
や企画展を開催している展示館、織り染めの体験
ができる「からりこ館」、地元の新鮮な農産物を
販売する直売所の4施設があります。特にシルク
ソフトクリームやシャモメンチが大人気です。


